
ア
ド
ノレ

ア
・
メ

ン

ヅ
ニ昆

Jレ

の
論
文
司
法
と
権
力
の
問
題
に
就
て
』
紹
介

N
Z
E
H
v
g
z。
富
士
一
切
2

Z

Z
ロ円】

]
M
p
o
Z
3
4
0
ロ
k
p
L
O
H『
]
V
F
E
N
O
-
-

で

緒

言

法
と
纏
力
(
又
は
・
買
力
)
同

w
g
z
g島
民

g
z
の
問
題
は
法
律
墜
に
於
て
設
も
陳
腐
な
問
題
。
一
つ
で
あ
る
.
然
し

陳
儲
な
る
が
故
に
解
決
済
で
あ
る
と
は
勿
論
一
疋
ふ
事
が
出
来
な
い
。
最
近
樋
同
法
皐
士
は
誠
に
正
常
・
な
る
が
如
く
「
同
家
最
高
催
者

た
る
主
権
者
は
憲
法
を
自
由
に
改
陵
す
る
事
が
出
来
る
か
」
と
云
ふ
問
題
を
提
出
し
て
居
る
、
4

ん
も
共
際
憲
法
に
は
明
か
に
憲
法
改

正
の
手
績
が
規
定
さ
れ
て
民
り
‘
之
以
外
の
方
法
で
は
主
権
者
と
雄
も
自
由
に
改
鹿
し
得
る
飴
地
の
な
い
事
は
、
現
今
に
於
け
る
最

も
明
瞭
な
法
律
常
識
で
あ
り
、
今
更
真
面
目
に
、
斯
る
問
題
を
提
出
す
る
な
ら
ば
、
人
々
は
皐
っ
て
出
題
者
の
正
気
を
疑
ふ
な
ら
ん

と
氏
自
ら
も
臆
測
し
て
居
ら
れ
る

λ
法
協
凶
五
巻
三
披
樋
田
氏
論
文
河
上
博
士
の
憲
法
論
)
然

L
常
識
の
如
く
問
題
が
簡
単
に
議
論

捕
で
あ
ろ
う
か
、
根
令
近
時
の
憲
法
著
書
に
於
て
此
問
題
が
漸
次
影
を
薄
め
る
傾
向
が
あ
る
と
し
て
も
.
之
を
以
℃
直
に
明
快
な
解

決
を
得
た
結
巣
立
と
一
五
ふ
事
の
出
来
な
い
の
は
樋
田
氏
の
一
去
は
れ
る
迦
の
で
あ
る
、
私
は
此
問
題
は
或
る
意
味
に
於
て
法
と
纏
力
と

の
問
題
じ
還
元
し
て
考
へ
る
事
が
出
来
る
と
思
ふ
.
若
し
之
に
多
少
の
模
様
替
な
施
し

τ.
革
命
と
法
の
閲
係
如
何
と
一
区
ひ
直
し
℃

見
る
な
ら
ば
、
今
更
生
々
し
い
問
題
と
し
て
最
近
十
年
の
展
史
と
文
献
に
現
れ
て
来
る
.
此
問
題
は
や
は
り
法
簡
単
位
舎
撃
に
跨
り
艶

ア
ド
ル
フ
・
メ
ン
ツ
エ
山
げ
の
諭
文
法
主
槌
力
の
問
題
に
就
て

一一
一



商
態
研
究

第
六
位
世

然
三
抗

多
の
未
解
決
の
部
分
を
践
し
て
居
る
と
思
は
ざ
る
や
得
な
い
。

一
方
に
於
て
買
力
が
法
を
担
げ
る
事
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
の
如

〈
一
五
へ
ば
‘
他
方
に
於
て
は
、
法
は
躍
力
関
係
の
表
現
で
る
り
、
支
配
階
級
の
勝
手
な
作
製
物
で
あ
る
か
の
如
く
主
張
す
る
.
或
は

訟
と
擢
力
と
は
相
異
る
存
在
や
有
し
‘
雨
者
は
杢
々
無
関
係
で
あ
る
が
如
く
云
ふ
も
の
も
出
て
来
る
、
斯
の
如
き
外
観
上
の
主
張
の

不
同
は
‘
決
し
て
之
の
み
を
以
て
謹
き
る
も
の
で
は
な
い
、
共
事
は
メ
シ
ヅ
エ
ル
氏
が
後
に
示
す
遁
り
で
あ
る
.
買
に
伎
は
法
と
擢

カ
に
闘
す
る
準
設
や
可
た
り
蹟
い
範
閣
に
亘
り
.
蒐
集
分
類
す
る
事
に
此
論
文
の
大
今
を
捧
げ
て
居
る
。
自
分
は
今
此
陳
腐
な
問
題

に
闘
し
此
論
文
を
紹
介
し
様
と
思
っ
た
理
由
は
‘
問
題
解
決
の
鍵
を
見
出
し
得
に
か
ら
で
は
な
い
‘
却

τ論
者
の
蒐
集
し
丈
島
e

設
の

種
今
相
一
が
‘
此
問
題
の
未
だ
解
決
簡
に
非
，
さ
る
事
を
明
に
し
‘
問
題
。
ぞ
蒸
し
、
返
す
の
に
誼
切
立
と
忠
つ
に
か
ら
で
あ
る
。
此
外
向
本

年
度
東
京
商
科
大
壊
の
入
皐
試
験
に
之
と
類
似
せ
る
問
題
の
提
出
さ
れ
て
あ
っ
た
事
、
昨
年
火
災
に
よ
り
筆
記
冶
失
っ
た
経
験
等
は
.

此
判
雑
な
皆
目
稿
で
も
之
を
印
別
に
し
て
置
く
集
に
な
っ
大
一
つ
の
動
機
で
あ
る
。

ア
ド
ル
フ
、
メ
ン
ツ
且
山
氏
は
填
図
憲
法
裁
判
刈
所
副
所
長
.
グ
キ
1
v
J
大
準
会
法
皐
敬
授
で
闘
法
準
を
矯
任
し
て
居
る
・
此
論
文
は
一
九

二
五
年
ケ
ル
セ

ν
の
公
法
雑
誌
第
主
巻
所
載
に
か
L

り
極
め
て
紬
問
問
中
な
も
の
で
あ
る
ハ
N
弘
仲
回
目
げ
ユ
宗
門
出
足
。
ロ
ニ
-HHO口
広
・
出
血
〈
w

忌
凶
印
・
U

此

外
同
氏
の
論
文
は
非
常
に
多
い
が
就
巾
様
力
の
問
題
に
闘
し
で
は
戸
内
乙
口
百
2
3
R
r
O
B
O
Eニ
ロ
ユ
回
芯
等
の
論
文
も
も
V

る
。
阿
氏
の
此
等

の
問
題
に
封
ナ
る
態
度
は
枇
合
心
理
事
的
立
場
ル
重
し
と
す
る
様
で
あ
る
英
国
家
観
に
付
い
て
は
ロ

E
8
5
r
白
雪
旬
。
目
立
山

F
同
島
-
H
・
参
照

z.
論
文
内
容
目
次

第
二
郎
事
説
議
集

A

法
主
催
力
と
の
同
一
一
蹴

B

法
主
催
力
と
の
無
関
係
設



法
主
樵
カ
と
の
籾
関
誌

第

二

節

自

説

用
語
上
の
問
題

l
法
主
総
力
の
共
通
の
基
礎
主
し
て
の
衰
然
性
に
閥
ナ
る
説
明

l
批
舎
心
理
康
的
問
胞
と
し
て
の
法
主
権
力

1
隆
史
的

問
題
と
し
て
の
法
主
搭
カ

l
倫
理
的
問
題
と
し
て
の
法
と
様
力

l
減
策
的
問
題
ー
と
し
て
の
法
主
催
力
。

C 

右
の
目
次
の
一
不
す
が
如
〈
此
論
文
は
共
第
一
節
に
於
て
此
問
題
に
闘
す
る
従
来
の
皐
読
を
議
集
し
共
要
旨
ぞ
摘
ん
で
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。
彼
H
ら
主
張
す
る
如
く
ん
ば
「
余
は
愚
説
史
を
過
章
一
す
る
事
最
も
活
き
も
の
で
あ
る
、
然
し
本
問
題
を
解
決
す
る
上
に

従
来
の
皐
設
を
批
判
的
に
、
調
買
す
る
事
は
一
此
し
く
快
く
べ
か
ら
ざ
ろ
前
提
ア
ル
バ
イ
ト
で
あ
る
、
市
も
斯
る
前
提
と
し
て
の
ア
ル
バ

イ
ト
は
余
の
知
れ
る
範
聞
に
於
て
未
だ
曾
て
前
人
の
試
み
J

な
い
屈
で
あ
る
」
一
広
々
。
此
故
を
以
て
伎
は
論
文
の
大
牛
を
串
設
の
紹
介

批
判
に
費
し
て
居
る
J

市
も
甚
だ
器
開
に
要
旨
を
摘
出
分
類
し
て
居
る
。
私
は
伎
の
自
説
た
る
第
二
節
よ
り
も
却
て
此
第
一
節
に
於

て
紹
介
の
慣
値
あ
る
こ
と
を
思
っ
た
ω

伎
は
先
き
に
法
と
樺
カ
の
問
題
の
一
解
決
方
法
大
る
所
謂
櫨
力
説

9
P口
v
s
v
g
ユq
u

の
舟
め
に
其
陪
史
的
瑳
展
を
殊
に
ギ
リ
シ

ア
の
文
献
に
基
い
て
述
べ
た
事
が
あ
る
勺
品
川
島
開
-S
ニロ
o
m
p
E
U
N
E
F
島
5
2
B
出
巾
口
町
内
出
品
目
出
聖
母
宮

8
t
w
)
本
論
文
に
於

で
は
誌
と
権
力
の
問
題
の
②
ら
ゆ
る
解
決
方
法
の
ル
詩
集
を
つ
と
め
に
、
然
し
主
と
し
て
近
世
的
文
献
.
主
に
濁
治
の
文
献
に
限
り
而

d
h
典
塑
的
な
皐
設
の
み
を
参
照
す
る
事
に
し
た
と
附
一
冒
し
て
居
る
J

伎
の
接
設
の
叙
辿
は
巧
に
要
旨
e
q
抜
翠
し
・
に
も
の
-
で
拾
に
私

が
紹
介
す
る
に
営
り
更
に
要
約
す
る
・
な
ら
ば
意
味
の
不
徹
底
在
来
す
ニ
と
そ
菟
れ
な
い
‘
従
っ

τた
る
べ
く
翻
誇
に
近
か
ら
ん
事
を

つ
と
め
た
1
著
作
躍
侵
害
に
た
ら
ぬ
峡
皮
に
。
ー
閥
申
請
の
分
類
に
付
い
て
は
伎
は
法
と
擢
力
と
が
会
々
同
一
現
象
な
り
と
す
る
も

ア
ド
ル
フ
・
メ
ン
タ

Z

U
の
論
文
法
主
権
力
の
問
題
に
就
て
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六
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第
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の
、
全
々
相
異
る
も
の
と
す
る
も
の
、
及
び
共
聞
に
何
等
か
の
関
係
を
有
す
る
も
の
と
な
す
も
の
の
ご
一
つ
に
大
別
し
て
居
る
が
共
各

各
の
中
に
於
て
も
皐
説
中
夫
々
異
っ
た
ニ
ユ
ア
シ
ス
の
あ
る
事
は
勿
論
之
を
認
め
て
居
る
.
殊
に
そ
れ
が
第
三
の
グ
ル
ツ
ベ
に
於
て

甚
し
い
、
如
何
と
友
れ
ば
法
と
纏
力
の
関
係
が
、
彼
等
が
一
部
分
同
一
、

一
部
分
相
異
る
事
が
‘
程
々
の
解
決
の
試
号
可
能
た
ら
し

め
る
か
ら
で
あ
る
と
.
伎
は
説
明
し
て
居
る
ο

倫
伎
の
正
賞
に
一
足
へ
る
が
如
く
法
と
纏
力
の
問
題
の
解
決
方
訟
は
法
の
本
質
に
関
係
す
る
根
本
的
見
解
1

法
律
背
率
的
見
解
ー
と

深
い
関
係
を
有
す
る
の
み
た
ら
す
、
買
に
各
自
の
人
生
観
、
殊
に
制
念
論
と
唯
物
論
の
封
立
に
‘
重
妥
私
仏
関
係
を
布
ず
る
も
の
で
る

る
。
然
し
.
伎
は
故
意
に
此
根
本
問
題
に
燭
れ
な
い
で
.
法
と
権
力
の
国
有
の
問
題
に
の
み
限
局
し

τ論
じ
度
い
と
云
ふ
て
肘
る
‘

之
れ
が
詰
め
、
彼
自
身
の
見
解
を
越
べ
た
此
論
文
の
第
二
節
は
甚
だ
物
足
り
ぬ
様
に
息
は
れ
る
。

.
同
一
一
説
色
彩
巳
草
耳
目

HOEE)

伎
は
先
づ
聞
牢
説
分
類
の
第
一
範
鴎
一
と
し
て
、
法
と
躍
力
と
が
同
一
現
象
た
め
と
す
る
所
謂
同
一
読
又
は
樺
力
誌
に
付
い
て
説
明
し

て
居
る
ο

伎
は
此
設
を
更
に
三
分
し
、
法
と
権
力
と
が
同
一
で
あ
る
事
を
皐
な
る
事
質
の
叙
症
と
し
て
主
張
す
る
者
と
其
れ
が
遺
義

的
に
も
正
営
な
り
と
主
張
す
る
者
と
‘
之
を
以
て
道
義
的
に
は
不
区
営
な
も
の
で
あ
る
事
を
主
張
7
る
者
と
に
区
別
し
て
居
る
。
共

第
一
種
に
開
局
す
る
も
の
と
し
て
ト
ラ
シ
マ
ホ
ス
(
パ
F
H
g『
g
g
v
c
φ
.
ス
ピ
ノ
ツ
ア
ハ
m
-
R
N
P
U
を
、
共
第
二
棋
の
も
の
と
し
て
カ
リ

ク

ν
ス
(
阿
川
E

』ロ
E
o
w
)
、
ハ
ラ

l
(
同
P
H
Z
G
.

-一1
ツ
ヱ

(
M
E
N
g
E
)
 
や
第
三
種
の
も
の
と
し
て
ラ
ツ
サ
1
ル
(
『
・

H
b
E
P
-
-
与
を
夫

生
母
げ
て
居
る
。
而
し
て
共
理
論
が
重
大
な
る
影
響
を
奥
へ
る
に
至
っ
た
か
ら
と
一
民
ふ
理
け
で
特
に
ラ
ツ
サ
l
y
の
設
そ
批
評
し

τ



居
る
。
日
〈
ラ
ツ
サ

i
ル
は
共
講
慣
「
d
F
2
d「2
p
g
g
m国
語
窓
口
」
M
A
「
巧
L

田
口
戸
旦
」
に
於
て
「
書
か
れ
た
る
憲
法
に
非
や
し
て
事
賃
上

の
擢
力
関
係
こ
そ
買
の
憲
法
を
現
す
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て
居
る
が
後
日
彼
は
共
公
開
放
に
於
て
、
伎
が
樺
カ
崇
拝
者
大
る
ニ
と
.

樺
力
が
法
に
優
先
す
べ
き
と
の
準
設
を
遵
奉
す
ろ
も
の
に
非
る
事
ぞ
明
に
す
る
詰
め
「
若
し
余
が
此
世
を
創
治
し
た
ら
ん
に
は
.
法

が
擁
力
に
優
先
す
る
如
く
作
っ
た
で
あ
ら
う
‘
之
れ
我
が
倫
理
観
に
副
ふ
を
以
て
な
り
‘
然
じ
貰
際
に
於
て
悲
い
哉
棋
力
が
法
に
侵

先
ず
.
余
は
資
際
存
ず
る
事
賢
を
確
定
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
あ
ら
ね
ば
-
な
ら
ぬ
所
以
の
も
の
を
定
め
ん
と
す
る
も
の
で

は
な
い
、
余
は
何
等
倫
雌
撃
上
の
論
文
を
書
け
る
に
非
や
歴
史
的
研
究
を
試
み
に
に
外
な
ら
歩
」
と
一
去
っ
た
事
を
皐
げ
て
伎
が
同
一

設
中
の
第
三
起
に
属
ナ
ー
る
事
を
明
に
し
た
。
更
に
一
軸
し
て
ラ
ツ
サ

l
ル
が
「
法
が
不
正
の
櫨
力
を
打
破
す
る
矯
め
に
、
迭
に
彼
。

側
に
充
分
の
擁
力
ぞ
集
め
る
詰
は
.
資
際
に
於
て
擢
力
は
法
に
優
先
す
」
と
云
ふ
大
事
を
捉
へ
て
、
ラ
ヅ
サ
1
ル
の
先
き
に
述
べ
た

思
想
と
一
致
せ
ざ
る
も
の
な
り
と
非
難
し
て
日
く
「
蓋
し
不
正
の
櫨
力
と
云
ふ
語
は
法
と
樺
力
と
が
一
致
す
る
も
の
怒
ら
ば
甚
克
也

解
し
難
い
用
語
で
あ
り
、
叉
も
し
法
が
始
め
か
ら
事
質
上

ω
模
力
の
表
現
に
外
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
如
何
に
し
て
法
が
特
別
な
る
樺

カ
密
集
め
得
る
地
位
に
、
到
達
し
得
る
や
不
可
解
た
め
」
云
々
と
。

-
次
に
メ
ン
ツ
エ
ル
氏
は
以
上
の
三
種
の
何
れ
に
属
す
る
か
そ
.
判
然
一
再
ふ
事
・
な
し
に
‘
同
一
設
の
近
世
的
代
表
者
と
し
て
グ
ン
プ

ロ
グ
ヰ
ツ
ツ
.
ハ
イ
リ
シ
ガ
l
、

エ
ロ
イ
テ
ロ
プ
ロ
ス
.
及
び
我
閣
の
加
藤
弘
之
の
四
人
ぞ
拳
げ
て
居
る
。

グ
ン
プ
ロ
グ
ヰ
ツ
ツ

(
C
Z
E
1
0
4目
白
目
)
は
共
著
「
枇
曾
接
的
闘
家
理
想
」

(
U
H
o
g
N円
。
戸
高
官
宮
市
出
門
E
玄白白
0
・
MrH戸
)
に
於
て
.

怯
は
園
家
の
枇
曾
的
要
素
聞
の
闘
争
か
ら
出
て
来
る
も
の
で
る
る
.
法
と
は
闇
臨
の
有
す
る
経
済
的
、
社
曾
的
樺
力
の
表
現
で
あ
る

ア
ド
ル
フ
・
メ
ン
市
ノ
エ
断
の
論
文
法
主
権
力
の
問
題
に
就
で

一
三
五
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(
同
著
五
十
二
頁
)
擁
カ
範
国
の
相
互
の
医
劃
を
定
め
に
の
が
.
法
の
一
拡
曾
的
始
源
で
る
る
.
(
悶

百
二
十
七
頁
)
と
一
広
ふ
て
居
る
が

此
考
は
グ
ン
プ
ロ
グ
ヰ
ツ
ツ
が
更
に
同
著
百
二
十
九
頁
に
於

τ
「
恰
も
自
然
科
串
に
於
て
無
機
物
が
有
機
物
に
推
移
す
る
事
問
問
題

で
あ
る
が
如
く
櫨
力
よ
り
法
に
推
移
す
る
事
が
祉
曾
的
問
題
で
あ
る
」
と
云
っ
た
の
と
必
し
も
精
踏
に
一
致
す
る
も
の
で
た
い
こ
と

を
指
摘
し
て
、
斯
の
如
く
ん
ば
法
と
櫨
力
と
は
異
つ
・
に
も
の
で
あ
ら
ね
ば
友
ら
ぬ
で
あ
ら
一
っ
と
評
し
て
居
る
d

更
に
グ
ン
プ
ロ
ウ
ヰ

ウ
ツ
が
同
著
百
六
十
二
頁
に
於
て
不
平
等
な
駐
曾
要
素
ー
を
法
に
よ
り
|
勿
論
暫
定
的
で
は
あ
る
が

l
絶
え
中
此
要
素
を
平
均
に
保
大

せ
る
事
が
園
家
の
任
務
で
あ
る
と
云
つ
に
事
を
指
示
し
て
.
斯
O
如
く
ん
ば
如
何
に
し
て
園
家
が
安
配
階
級
と
同
一
で
あ
り
得
る
や

と
批
評
し
て
居
る
。
倫
之
れ
と
同
時
に
斯
の
如
き
.
要
約
し
て
枇
舎
臨
一
白
と
特
徴
付
け
る
法
律
論
は
既
に
古
代
に
も
存
在
し
特
に
ト

ラ
シ
マ
ホ
ス
も
亦
共
一
人
な
り
し
事
を
附
言
し
て
居
る
。
(
関
与

-ES
四
五
貝
参
照
〉

弐
に
彼
は
ハ
イ
リ
ン
ガ

l

Q
岡
田
戸
山
口
問
。
円
)
以
下
に
付
い
て
述
べ
て
居
る
日
く
ハ
イ
リ
ン
ガ
ー
は
共
一
著
「
法
と
棋
力
一
八
九

O
」
に

於

τ
「
法
は
枇
命
日
の
指
導
階
級
よ
り
表
示
さ
れ
た
意
思
に
外
な
ら
ホ

J.法
は
聴
力
に
優
先
す
る
も
の
に
非
歩
又
権
力
は
訟
に
優
先
す

る
も
の
に
非
歩
、
法
印
櫨
力
な
り
。
法
が
人
々
の
共
同
利
益
冶
表
現
す
る
も
の
な
る
事
を
主
張
す
る
も
の
は
営
話
と
賢
在
と
を
軒
同

ず
る
も
の
で
あ
る
」
と
云
っ
た
又
エ
ロ
イ
テ
ロ
プ
ロ
ス

(
E
S
5
2
4己
g
〉
は
共
著
「
強
者
。
樺
利
.
政
治
的
法
律
的
商
議
一
八
九

七
」
に
於
て
ギ
リ
シ
ア
の
ソ
フ
ヒ
ス
ト
と
同
様
躍
力
設
や
主
践
し
た
け
れ
共
彼
の
云
ふ
強
者
と
は
強
者
階
級
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て

強
者
を
個
人
に
限
る
如
く
考
へ
た
貼
が
ソ
フ
ヒ
ス
ト
の
誤
で
あ
る
、
強
者
則
ち
法
た
る
は
既
に
全
世
界
史
に
よ
り
確
定
さ
れ
た
底
で

プ
ラ
ト
ン
‘

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
離
も
ツ
フ
ヒ
ス
ト
の
説
ぞ
反
駁
す
る
に
足
ら
ざ
り
し
と
主
張
し
大
と
述
べ
o

更
に
加
藤
弘
之
の
詑



に
付
い
て
は
加
藤
氏
は
ハ
ラ

1
.
グ
ン
プ
ロ
グ
ヰ
ツ
ツ
の
設
に
基
い
に
け
れ
共
、
而
も
観
念
論
的
傾
向
を
有
し
強
者
の
法
が
.
員
。

意
味
の
法
と
な
る
に
は
承
認
を
要
す
る
.
而
し
て
承
認
に
は
強
者
が
枇
舎
の
共
同
利
益
を
代
表
す
る
事
や
前
提
と
す
る
、
加
藤
氏
は

実
ら
に
智
的
に
も
道
徳
的
に
も
優
越
す
る
者
が
強
者
と
友
る
傾
向
が
存
在
す
お
事
の
詮
明
を
試
み
て
居
る
.
之
を
以
て
強
者
の
勝
利

は
同
時
じ
進
歩
文
化
の
勝
利
で
あ
る
事
を
主
張
せ
ん
と
し
大
旨

ハ
加
藤
氏
著

U
R
閃

S
G
7
5内
H
g
H
H
g
E
門
岡
田
田
町
営
母

w
o
g戸

H∞C
M

m
-
E
3
紹
介
し
て
居
る
。

メ
シ
ヅ
ヱ
ル
氏
は
此
場
所
に
於
て
櫨
力
説
に
封
し
て
は
古
代
よ
り
反
封
論
。
あ
っ
た
事
を
指
摘
し
就
中
最
も
度
々
主
張
さ
れ
る
蕗

の
「
擁
力
大
る
質
在

m
o
g
よ
り
義
務
大
る

F
回
目
ロ
を
引
出
し
得
ざ
る
」
回
目
の
非
難
h
q
方
法
論
的
誤
謬
た
り
と
主
張
し
、
共
代
表
者

ル
ッ
ー
を
攻
撃
し
て
居
る
。
日
く
、
よ
り
強
い
擢
カ
と
云
ふ
事
賢
か
ら
一
定
の
行
動
を
た
す
べ
き
拘
束
性
を
導
き
出
す
事
は
不
可
能

の
事
で
あ
る
と
去
ふ
文
章
は
最
も
多
く
人
の
見
る
蕗
で
あ
る
、
此
観
組
問
動
か
ら
ル
ソ

1
は
一
最
も
華
か
に
強
者
の
擦
利
の
不
首
を
主
張

し
に
。
ル
ソ
ー
は
共
著
「
枇
合
契
約
論
」
の
あ
の
宥
名
な
場
所
ハ
I
3
)
に
於
て
「
強
者
が
彼
の
強
さ
を
楳
利
に
‘
服
従
を
義
務
に
、

饗
す
る
に
あ
ら
ホ
J

ん
ば
.
如
何
に
強
者
と
躍
も
、
常
住
支
配
し
得
る
に
充
分
担
き
も
の
に
非
子
。
強
さ
は
物
珂
的
可
能
力
K
外
な
ら

ホ

J.余
は
如
何
た
る
遁
義
上
の
義
務
も
、
物
理
的
作
用
よ
り
生
手
る
も
の
と
解
す
る
そ
得
ホ

J.必
至
閥
係
の
行
誌
は
、
強
肴
に
一
歩

を
譲
る
事
あ
ら
ん
も
、
意
思
に
基
く
行
持
は
然
ら
今
、
強
者
に
従
ふ
も
の
は
.
ぜ
い

λ
L抑
制
恰
者
の
行
動
に
す
ぎ
チ
.
外
見
的
な

強
者
の
構
利
と
云
ふ
思
想
か
ら
解
〈
べ
か
ら
ざ
る
概
念
の
混
請
を
生
や
る
に
至
る
.
強
者
が
擢
利
を
有
す
る
も
の
た
ら
ば
他
の
強
者

を
打
負
か
し
た
強
者
は
共
負
か
さ
れ
た
者

ω擢
利
。
相
模
人
で
あ
る
、
罰
せ
ら
れ
?
に
従
ふ
必
要
の
な
い
者
は
従
は

g
bを
得
る
纏

ア
ド
ル
フ
・
メ
ン
ツ
エ
ル
の
論
文
法
正
様
刀
の
問
題
に
就
て

一一一一七
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]
一
品
八

利
冶
有
す
る
事
に
な
る
・
強
味
を
失
ふ
と
共
に
共
故
力
を
失
ふ
が
如
き
擢
利
は
一
間
恒
例
を
意
味
す
る
の
か
?

強
制
に
依
っ

τ.
従

ば
ね
ば
た
ら
ぬ
も
の
な
ら
ば
‘
義
務
に
依
っ
て
従
ふ
必
要
が
な
い
事
に
た
る
。
市
し

τ服
従
す
る
様
に
強
制
さ
れ
ぬ
な
ら
ば
最
早
服

給
す
る
義
務
が
た
い
と
云
ふ
事
に
た
る
。
郎
ち
「
纏
利
」
と
一
足
ふ
一
語
は
‘
決
し
て
強
力
に
何
等
、
よ
り
高
い
債
値
を
附
典
ず
る
も

ω

で
な
い
事
が
判
る
。
余
は
凡
て
の
楳
力
が
‘
一
紳
か
ら
淵
源
す
る
事
を
承
服
す
る
‘
然
し
締
て
の
病
気
も
亦
榊
か
ら
生
じ
て
居
る
.
抽
出

し
之
れ
は
そ
れ
故
に
、
聾
者
を
招
ぷ
事
は
禁
ぜ
ら
れ
て
居
る
と
一
再
ふ
意
味
で
あ
ろ
う
か
?

の
で
は
な
い
‘
‘
に
H
A

合
法
的
の
躍
力
の
み
に
従
ふ
義
務
あ
る
事
を
承
認
す
る
」
一
再
々
と
云
ふ
て
民
る
。
然
し
此
の
文
撃
的
説
明
は
、

即
ち
強
さ
は
何
等
の
擁
利
を
拠
へ
る
も

伺
等
事
物
の
中
心
に
鍋
れ
て
居
た
い
、
擦
カ
設
の
謹
患
者
は
、
何
も
強
者
の
命
令
じ
従
ふ
べ
き
、
道
義
的
義
務
を
弱
者
が
負
携
し

τ

馬
る
事
を
主
張
し
て
居
る
諜
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
強
者
の
「
纏
利
」
と
云
ふ
語
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
様
に
見
え
る
.
此
刷
出

度
に
於

τル
ソ

l
の
議
論
は
、
間
違
っ
た
用
語
法
そ
攻
撃
し
て
居
る
事
に
な
る
。
け
れ
共
纏
力
説
の
中
心
甑
は
‘
法
の
内
界
中
に
一
等

費
上
の
擢
力
閥
係
が
現
れ
て
居
る
と
云
ふ
、
考
を
、
採
用
せ
旬
。
賠
に
存
ず
る
の
で
あ
る
、
故
に
有
力
な
る
批
判
ゃ
な
さ
ん
と
欲
す
る

た
ら
ば
「
権
力
」

ω本
質
を
分
析
し
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
、
市
し
て
歴
史
的
.
枇
合
率
的
研
究
に
基
い
て
、
如
何
な
る
程
度
迄
国
間
又
は

個
人
の
優
越
以
外
の
要
素
、
郎
被
支
配
者
の
利
益
な
顧
慮
す
る
率
、
和
合
、
宗
教
的
倫
刊
一
的
感
情
等
が
、
法
を
成
立
せ
し
む
る
に
如

何
程
ま
で
標
準
を
奥
へ
る
か
を
決
定
す
る
様
に
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
印
ち
擁
力
説
と
雌
も
、
決
し
て
事
貨
を
完
全
に
言
ひ
現
は
し

て
居
る
も
の
で
な
い
草
を
問
題
に
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.
然
し
権
力
誌
が
真
理
の
一
中
心
を
握
っ
て
居
る
事
、
則
ち
一
拡
曾
的
経
済
的

の
樺
力
関
係
が
法
の
内
容
に
影
響
す
る
事
は
、
真
面
目
に
考
へ
て
疑
ふ
飴
地
の
な
い
露
で
あ
る
。
尤
も
此
事
を
認
め
た
に
し
て
も
、



法
と
樺
カ
と
一
疋
ふ
現
象
が
同
一
だ
と
云
ふ
事
は
決
し
て
正
賞
た
も
の
で
は
な
い
。
若
し
も
此
二
者
が
同
一
で
あ
ら
う
な
ら
ば
ど
う
し

て
法
が
纏
力
に
優
先
し
、
叉
は
纏
力
が
法
に
優
先
す
と
一
足
ふ
が
拍
き
命
題
が
.
作
ら
れ
る
で
あ
ん
う
か
?

一
再
々
と
ル
ソ
ー
を

評

し
終
っ
て
居
る
d

メ
シ
ツ
エ
ル
氏
は
最
後
に
ラ
ウ
ン

(
F
E
)
も
亦
或
る
意
味
に
於
て
同
一
一
視
の
ご
仏
教
へ
る
事
が
出
来
る
と
稿
し
・
日
く
ラ
ウ
ン

は
法
と
道
徳

(
H
H
g
E
E
L
m広
告
白

FHg広

HCMm)
と
云
ふ
興
味
あ
る
伎
の
締
高
就
任
演
説
に
於
て
「
問
調
現
行
法
は
強
者
の
模
力
の

制
眼
的
適
用
に
闘
す
る
宣
言
の
締
計
に
外
な
ら
な
い
、
現
行
法
は
寧
純
な
る
櫨
力
で
あ
っ
て
営
潟
の
義
務
冶
含
む
も
の
で
な
い
.
樺

力
か
ら
は
決
し
て
義
務
を
引
き
出
す
一
与
が
出
来
な
い
.
人
が
権
力
を
構
利
と
名
付
け
た
と
て
.
共
庭
か
ら
義
務
を
引
張
り
出
す
埋
け

に
は
行
か
ぬ
」
(
八
.
九
.
頁
)
即
ち
-
フ
ウ
ン
は
ス
ピ
ノ

1
ツ
ア
と
同
様
に
人
間
聞
に
於
て
も
動
物
問
に
於
け
る
と
同
様
の
「
法
」
が
行
は

れ
て
居
る
事
を
認
め
又
強
者
が
弱
者
を
輩
食
し
て
も
之
れ
に
依
っ
て
何
等
の
不
足
を
行
ふ
も
の
で
な
い
、
首
震
は
単
に
内
心
的
関
験

と
し
て
の
み
存
在
す
る
、
舗
で
の
道
徳
性
、
そ
し
て
又
此
の
道
徳
性
と
同
一
意
義
で
あ
る
底
の
「
買
の
法
」
・
は
、
何
れ
も
自
律
的
な

も
の
で
あ
る
、
凡
て
の
人
間
的
支
配
闘
係
は
共
れ
が
単
に

]vza包
に
基
く
限
り
に
於
て
、
単
純
な
る
擢
力
に
外
な
ら
歩
、
之
れ
が

樺
利
に
な
る
に
は
被
支
配
者
の
遁
義
的
承
認
ハ
十
八
頁
〉
内
心
的
任
意
的
服
従
(
二
十
六
頁
)
を
必
要
と
す
る
一
五
々
と
云
ふ
て
居
る
。
メ

シ
ツ
エ
ル
氏
は
此
の
ラ
ウ
ン
の
設
を
批
評
す
る
に
は
法
律
哲
壌
の
最
も
深
い
問
題
じ
慣
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
故
に
暫
く
之
を
措
〈

と
一
去
っ
て
居
る
0

・
に
ど
ル
ツ

1
の
思
想
と
の
類
似
駒
並
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
於
て
も
同
様
の
思
想
の
あ
っ
た
事
ハ
ク
セ
ノ
ホ
ン
侍
記

中
の
kp]EZ包
gmgHM忌
岳
援
用
〉
を
指
摘
し
て
ラ
ウ
ン
の
隠
史
的
地
位
冶
説
明
し
て
い
る
が
誌
に
は
省
略
す
る
。

ア
ド
ル

7
・メ
y

ツ
エ
防
法
・
と
様
カ
の
問
題
に
就
て

一一二九
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一
四

O

メ
ン
ツ
エ
ル
氏
は
此
機
舎
に
於
て
個
人
の
承
認
に
よ
っ
て
の
み
義
務
や
生
ヂ
る
も
の
と
す
る
一
フ
ウ

y
D
様
た
意
思
自
律
性
の
理
論

を
法
律
義
務
に
泊
用
す
る
事
の
困
難
を
認
め
弐
の
如
く
一
足
っ
て
居
る
「
人
同
意
思
の
自
律
性
に
闘
す
る
此
理
論
の
沿
革
が
古
い
か
ら

主
一
式
ふ
て
共
理
論
ぞ
活
用
す
る
場
合
に
生
守
る
大
な
る
資
践
的
悶
難
。
あ
る
事
を
観
過
し
て
は
な
ら
な
い
‘
法
律
義
務
の
存
在
す
る

前
提
と
し
て
道
徳
的
に
之
を
許
容
す
る
事
を
必
要
と
す
る
・
な
ら
ば
.
若
し
法
則
の
債
値
に
閲
ず
る
見
解
が
別
れ
る
場
合
に
は
非
常
な

困
難
な
守
を
招
来
す
る
に
至
る
。
園
民
間
の
経
済
的
利
益
.
闇
轄
の
封
立
、
信
仰
の
差
異
、
政
治
上
の
見
解
の
不
同
等
は
往
々
に
し

て
統
一
的
意
見
を
生
ぜ
さ
ぜ
な
い
。
此
場
合
、
民
の
法
が
あ
る
の
か
単
純
た
樺
力
が
あ
る
の
か
を
、
如
何
に
し
て
決
定
さ
る
べ
き
で

あ
る
か
?

私
は
椴
令
現
行
法
の
内
餐
に
は
承
服
さ
れ
た
い
場
合
で
も
.
共
現
行
法
に
従
ふ
事
を
道
徳
上
の
義
務
と
し
て
承
認
す
る

世
帯
を
以
て
現
行
法
に
従
は
な
い
よ
り
は
.
よ
り
少
い
惑
と
考
へ
て
居
る
。
此
事
は
園
際
法
の
場
合
は
格
別
ハ
此
場
合
は
ラ
ウ
シ
の
様

た
義
務
自
律
性
の
理
論
を
誼
用
し
て
よ
か
ら
う
が
〉
・
少
く
と
も
閣
内
法
に
付
い
て
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
忠
ふ
」
云
々
。

国
‘
無
閥
係
説

(
k
F
E
D
-
z
g
J
1
0
2
E白
常
国

T
Z
4
8
H
H
g
z
d
E
出
向
p
n
F
H
)

此
設
は
法
と
樺
力
と
は
架
す
べ
か
ら
F
る
封
立
そ
た
す
と
一
区
ふ
思
想
で
あ
る
。
メ
ン
ツ
エ
ル
氏
は
此
範
曜
に
属
す
る
も
の
と
し

τ

は
古
く
は
プ
一
フ
ト

1
.
近
く
は
シ
ユ
タ
ム
ラ

l
.
ピ
Y

グ

l
、
ク
ル
一
ゼ
ン
.

イ
ル
ヂ
ン
.
ザ
ン
ダ
1
.
デ
ユ
ギ

l
等
の
事
者
を
暴
け

て
居
る
。

プ
ラ
ト

1
9
g
g
)
は
法
は
道
徳
と
同
様
に
善
と
一
五
ふ
理
念
か
ら
出
て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
‘
従
っ
て
樫
刀
よ
り
は
高
い
買
の
貰

在
を
有
し
寧
純
な
る
擁
力
は
感
官
凶
作
に
属
し
従
っ
て
草
に
賓
在
の
恨
裁
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
と
説
明
し
て
居
る
o
m
m
し
プ
ラ
ト

i



は
時
に
必
し
も
此
理
論
1
樺
カ
t
q
債
依
な
き
も
の
と
す
お
ー
を
固
持
す
る
も
の
で
な
か
っ
化
事
そ
附
言
し
て
居
る

(
阿
川
日
目

AH0

・
cgaJ

N
O

同
H

・
2
3
プ
ラ
ト
l
の
理
念
論
の
慣
値
は
此
島
に
之
れ
を
述
べ
る
必
要
を
見
な
い
と
稿
し
メ
ン
ツ
エ
ル
民
は
プ
ラ
ト
1
の
説
明

を
之
に
打
切
り
直
に
近
代
的
感
設
の
紹
介
に
移
り
、
先
づ
カ
ン
ト
に
従
ひ
批
判
的
方
法
論
的
立
場
を
採
る
所
謂
新
カ
ン
ト
況
の
法
皐

者
の
批
評
か
ら
始
め
て
居
る
。

シ
ユ
タ
ム
ラ
l

包
(PEg-oG
は
吾
人
の
問
題
に
付
い
て
一
九
一
八
年
「
法
と
樺
力
L

と
一
辺
ふ
表
題
の
小
論
文
を
も
の
し
て
ゐ
る

叉
伎
の
法
律
哲
閥
単
教
科
書
七
十
節
以
下
に
於
て
も
此
問
題
に
踊
れ
て
居
る
.

伎
は
先
づ
伎
の
有
名
な
法
の
定
義

E
ロ
ロ
」
町
四
月
一
{
団
仲
間
げ
白
円

g
H
E
S
S
E巾
F
4
2
a
r
…E
g
a
g
巧
色
白

か
ら
出
裂
し
て
い
る
、
法
は
思
考
内
容
を
秩
序
付
り
る
普
遍
受
賞
的
な
方
法
に
閲
す
る
問

題
で
あ
ゐ
.
之
に
民
し
槙
カ
は
心
理
的
意
味
に
於
て
の
み
理
解
し
得
べ
き
も
の
で
あ
る
‘
躍
力
の
特
質
は
人
間
相
互
に
干
渉
し
令
ふ

底
の
結
合
に
用
を
な
す
黙
に
存
す
、
換
言
す
れ
ば
法
の
概
念
を
論
歩
る
事
は
認
識
論
的
、
客
観
的
論
理
的
問
題
で
あ
っ
て
、
権
力
。

説
明
は
隈
験
の
心
期
的
叙
沌
を
試
み
る
.
も
の
に
外
な
ら
歩
、
雨
者
は
思
想
の
会
々
一
呉
札
る
方
面
よ
り
殻
生
せ
る
も
の
で
従
っ
て
互
に

矛
盾
す
る
事
も
楠
充
し
合
ふ
事
も
出
来
た
い
も
の
で
あ
る
‘
こ
う
云
ふ
て
居
る
に
拘
ら
や
州
方
に
於
て
シ
ユ
タ
ム
ラ

l
は
「
一
方
に

於
て
認
識
的
批
判
的
に
引
出
さ
れ
に
法
な
る
思
想
主
他
方
に
於
て
権
力
と
云
ふ
心
理
的
観
念
と
は
枇
合
生
活
を
事
資
的
に
形
成
す
る

上
に
互
に
補
充
し
合
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
〈
前
記
論
文
一

O
頁
)
」
と
云
ふ
て
居
る
の
は
明
に
矛
盾
し
て
居
勺
如
何
と
な
れ
ば

此
の
後
の
主
張
を
な
さ
ん
と
欲
せ
ば
法
を
以
て
患
に
論
理
的
認
識
と
し
て
ど
汝
く
事
質
上
の
秩
序
と
し
て
考
へ
る
必
婆
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
と
批
評
じ
て
居
る
。

ア
ド
ル
フ
・
メ

y
y
z
ル
法
主
纏
力
の
問
題
に
就
て

内



商
血
中
研
究

第
ノ、

谷

第一一一滋

四

又
シ
ユ
タ
ム
ラ

1
は
強
者
の
魚
ナ
蕗
は
印
合
法
た
り
と
考
へ
る
皐
詑
冶
論
難
し
て
居
る
が
共
非
難
の
方
法
は
珊
か
人
を
驚
か
す
も

の
が
あ
る
。
伎
は
ハ
ラ
1
、
グ
ン
プ
ロ
ウ
ヰ
ツ
ツ
等
此
識
者
の
代
表
者
そ
引
用
し
た
後
何
人
が
一
慢
強
者
で
あ
る
の
か
と
云
ふ
質
問

を
投
じ
て
、
白
ら
之
れ
に
答
へ
.
原
始
欣
態
に
於
て
は
物
理
的
強
者
で
あ
る
が
通
常
は
政
治
的
或
は
経
済
的
問
者
を
指
す
も
の
で
あ

る
と
な
し
、
更
に
一
縛
し
て
此
等
の
強
者
は
現
行
法
に
よ
っ
て
始
め
て
彼
の
閉
さ
を
取
得
し
て
居
る
‘
則
樺
力
は
ま
さ
し
く
法
的
規

律
の
僚
件
の
下
に
於
て
存
在
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
(
前
掲
論
文
十
三
頁
)
と
論
守
る
に
至
っ
た
事
を
指
摘
し
て
之
れ
則
訟
と
擢
力
と

の
同
一
説
に
陥
っ
た
も
の
で
あ
る
、
た
ど
従
来
の
同
一
一
誌
と
異
る
賠
は
彼
は
楳
力
か
ら
法
を
引
き
出
し
に
に
反
し
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
は

法
か
ら
構
力
を
引
出
し
た
の
み
で
あ
る
、
彼
の
云
ふ
属
に
は
勿
論
一
部
の
真
理
は
あ
る
が
誰
れ
で
も
真
面
目
に
考
へ
て
個
人
又
は
園

轄
の
有
す
る
枇
品
開
的
権
力
の
淵
源
が
法
の
み
で
あ
る
事
は
承
服
し
難
い
蕗
で
あ
る
だ
ら
う
と
批
評
し
て
居
る
。

メ
ン
ツ
エ
ル
氏
は
弐
に
ピ
ン
グ
1

(
同W
E
A
r
G
の
説
明
に
移
っ
て
居
る
。
ピ
シ
グ
ー
は
「
岡
家
活
動
の
基
礎
と
し
て
の
法
と
樺
力
」

ハ同
H
Z
E
E岳
民
営
E
F
J閣
の
E
ロ色
p
m
g
島
田
町

m
g
p
g
五月]阿国旨]門市山ニ
CMH)
と
一
再
ふ
論
文
ぞ
吾
人
の
問
題
に
捧
げ
て
居
る
.
之
に
よ
れ

ぽ
法
は
本
質
的
に
且
つ
必
然
的
に
擢
力
で
あ
る
。
然
し
擢
力
の
第
の
擢
力
で
な
い
事
は
勿
論
で
あ
る
、
法
は
あ
る
他
の
も
の
印
ゆ
片
道

徳
と
綜
合
関
係
に
な
っ
て
居
る
慮
の
耀
力
に
外
た
ら
歩
.
遺
徳
買
現
の
紋
く
べ
か
ら
ざ
る
最
少
僚
件
は
法
か
ら
作
ら
れ
て
民
る
(
前

掲
論
文
十
六
頁
)
自
由
の
矯
め
に
存
ず
る
強
制
が
法
で
あ
る
。
〔
向
上
十
九
頁
)
法
は
極
力
と
共
に
枇
合
意
識
道
徳
理
性
に
共
源
を
設

す
(
同
上
二
十
頁
)
所
謂
間
際
法
は
楳
力
の
要
素
を
快
く
が
故
に
単
に
道
徳
意
識
間
際
遁
義
に
ナ
智
十
ハ
向
上
二
十
二
頁
)
ピ
ン
グ

ー
は
又
共
著
「
法
の
哲
率
」
(
百
缶
百
g
H
V
E
O
《
富
民
自
白
HHZ)
中
の
蕗
々
に
於
て
吾
人
の
問
題
に
鯛
れ
て
陪
る
が
弐
の
賄
を
邸
中
げ
る
‘
日



く
「
古
詩
を
以
て
諜
き
る
法
は
法
で
は
な
い
、
躍
力
に
非
る
法
は
ア
ナ
ル
ヒ
ー
に
す
ぎ
?
‘
躍
力
た
く
し
て
は
誌
な
く
又
品
目
て
な
か
り

し
底
で
あ
る
ハ
同
上
三
五
八
頁
)
然
し
奇
人
は
法
の
本
質
た
る
躍
力
を
ハ
ラ

I
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
様
に
強
者
が
弱
者
に
釘
ナ
る
流
血
的

た
物
理
カ
と
の
み
考
へ
て
は
た
ら
ね
。
擢
力
は
樺
力
、
た
け
で
は
不
法
を
合
法
に
す
る
事
が
出
来
な
い
、
そ
れ
に
は
吾
人
は
先
づ
共
櫨

力
の
基
礎
ぞ
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
肉
、
市
し
て
斯
く
考
へ
る
事
は
直
に
吾
人
を
し
て
法
の
理
念
纏
力
の
遺
徳
的
基
礎
の
問
題
に

踊
れ
さ
せ
る
‘
革
命
の
躍
力
を
法
的
権
力
に
す
る
も
の
は
貨
に
共
耀
力
の
基
礎
と
し
て
存
す
る
理
念
に
外
な
ら
か
ハ
向
上
三
十
ハ

O
頁
)

向
ピ
ン
グ
ー
は
革
命
と
訟
の
問
題
に
付
い
て
六
二
三
頁
以
下
に
於
て
詳
細
に
論
じ
て
居
る
が
共
結
論
と
し
て
革
命
後
の
新
秩
序
が
法

に
な
る
に
は
共
秩
序
が
枇
舎
の
理
念

(Eou
仏
向
。
∞
虫
色
口
田
口

E
3に
合
し
た
場
合
の
み
で
あ
る
。
け
れ
H
F

・
-
も
法
は
あ
る
経
験
的
の
賢
在

を
有
す
る
も
白
、

一
つ
の
現
象
で
あ
る
ハ
二
五
節
)
此
経
験
的
の
現
奴
が
法
の
理
念
と
関
係
す
る
時
に
始
め
て
本
営
の
法
と
な
る
の

で
あ
る

λ
同
上
七
六
二
頁
)
法
は
一
の
存
在
で
は
あ
る
が
物
理
的
存
在
で
も
な
け
れ
ば
心
珂
的
存
在
で
も
な
い
置
に
質
在
の
第
三
国

精
神
の
図
、
意
味
の
間
ハ
H
U
S
V
白

2

0丘
注
目

gw凶
E
o
r
宏司

HW白山口

S
S巴
に
属
す
ベ
八
八
二
頁
〉
云
々
、

メ
シ
ツ
エ
h
y

氏
は
ピ
ン

グ
ー
の
此
思
想
を
評
し
て
甚
だ
プ
ラ
ト
l
流
の
理
念
論
に
近
き
も
の
と
な
す
も
斯
る
人
生
観
的
部
分
を
論
今
る
事
が
木
論
文
の
目
的

に
非
4y.

法
と
樺
力
の
関
係
に
付
き
雨
現
象
そ
匝
別
ず
る
標
準
が
法
の
理
念
に
閲
係
あ
り
や
否
ゃ
に
あ
り
と
す
れ
ば
一
隅
誰
れ
が
法

の
理
念
の
内
蒋
を
決
定
す
る
か
の
問
題
が
起
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
決
定
が
一
致
す
る
事
は
政
治
的
経
済
的
階
級
の
針
立
あ
る
揚
合
に

は
望
み
難
い
事
で
あ
る
。
ピ
シ
グ
!
の
云
ふ
客
観
理
性
(
。
記
長
$
4
0
4
0
5
5
9
)
は
誰
れ
が
代
表
す
る
の
か
此
場
合
ピ
ン
グ
ー
が
同

時
に
敬
へ
る
が
如
く
多
数
決
に
よ
っ
て
き
ま
る
も
の
で
は
な
い
.
然
し
品
少
数
者
も
法
の
理
念
そ
有
す
る
と
は
一
エ
へ
な
い
。
擁
カ
が
法

ア
ド
ル
フ
・
メ

r
y
z
w
の
論
文
法
主
総
力
の
問
題
に
就
て

問



商
翠
研
究

第
六
怨

第一一口抗

-
問
問

に
襲
は
る
の
に
法
の
理
念
に
関
係
す
る
や
否
ゃ
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
法
か
擢
力
か
ぞ
判
断
す
る
織
で
の
明
確
な
る
手
段
冶
快
く
蹴

賠
あ
わ
と
一
広
は
ね
ば
た
ら
ぬ
一
試
々
。

次
に
メ
ン
ツ
ヱ
ル
氏
は
ナ
ル
ゼ
ン
の
設
明
を
試
み
て
居
る
、
ク
ル
ゼ
シ
(
同
岳

g
)
の
立
場
は
一
九
一
一
年
共
著
「
固
法
論
の
主

要
問
題
」
ハ
国
吉
宮
賢
岳
山
市
5
0
ム

2
E
p
p
g
g岳
豆
島
3
)
に
於
て
暗
示
さ
れ
更
に
「
枇
合
事
的
の
閣
安
概
念
と
法
律
閥
単
的
の
岡
家
概
念
」

な
る
著
書
ハ
特
に
九
八
長
以
下
)
に
於
て
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
居
る
、
ク
ル
ゼ
ン
の
此
立
場
の
特
徴
は
大
約
弐
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

被
日
く
訟
と
櫨
力
と
は
何
等
の
開
係
そ
有
す
ろ
も
の
で
な
い
。
如
何
と
な
れ
ば
彼
等
は
認
識
の
相
呉
れ
る
平
面
に
存
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
.
樺
力
は
自
然
経
験
の
現
象
に
し
て
因
果
の
施
時
に
依
っ
て
支
配
さ
れ
法
は
之
に
反
し
営
需
に
闘
す
る
凸
H

一
一
官
房
}
系
統
的
に
結

び
付
け
て
居
る
庖
の
規
範
的
命
令
?
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
法
大
る
規
範
は
共
の
自
然
的
存
在
、
殊
に
凡
て
の
心
理
的
出
来
事
と
闘
係

た
〈
特
有
な
自
律
性
を
持
っ
て
い
る
、
法
の
受
賞
す
る
一
事
は
法
が
事
費
上
作
則
す
る
事
と
根
本
的
に
具
っ
て
民
る
.
法
の
受
賞
す
る

理
向
。
ゼ
誌
は
ね
れ
ば
設
に
安
官
し
て
在
る
も
の
と
し
て
前
提
さ
れ
て
居
る
最
高
の
法
印
ち
法
則
禁
生
の
話
め
の
最
高
の
法
則
に
到
達
す

る
の
で
あ
る
。
而
し

τ外
具
鴨
的
の
規
範
は
共
内
容
。
ぞ
判
断
又
は
命
令
と
一
足
ふ
賀
在
た
る
事
賢
か
ら
と
っ
て
居
る
が
此
賠
に
於
て
規

能
性
は
一
事
貫
性
に
一
一
艇
の
関
係
を
有
す
‘
之
に
加
ふ
る
に
地
範
は
事
宜
上
の
作
用
の
悩
く
僅
か
で
も
之
身
命
ヂ
ソ
心
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
ね
、
が
ら
ヂ
ん
ば
法
規
の
五
官
上
の
説
明
が
不
可
能
で
あ
る
記
ら
う
か
ら
ψ

即
ち
営
詩
と
一
貰
在
の
問
の
隔
は
根
本
的
に
於
て
は

在
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
然
も
一
定
の
最
高
碍
皮
を
越
え
て
隔
つ
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
此
事
は
勿
論
、
法
と
櫨

力
を
同
一
蹴
す
る
事
を
正
営
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
規
範
、
根
本
規
範
の
昔
話
性
は
根
木
規
範
か
ら
規
定
さ
れ
て
居
る
樫
力
者
。



意
思
行
震
が
質
在
的
事
置
で
あ
る
事
に
依
っ
て
何
等
の
費
更
を
生
ヂ
べ
き
も
の
で
た
い
云
々
。
然
し
法
を
以
て
心
珂
的
経
過
と
金
々

離
れ
た
常
魚
の
賠
系
で
あ
る
事
を
前
提
と
す
れ
ば
ス
零
ケ
ル
ゼ
シ
の
根
本
的
説
明
は
何
等
非
難
す
ぺ
き
も
の
で
は
な
い
が
ク
ル
ゼ
ン

が
法
に
安
営
と
作
用
と
の
平
行
性
あ
る
事
を
指
示
し
大
事
や
ハ
前
掲
九
六
頁
)
或
は
勝
て
る
革
命
を
指
し
て
構
力
が
法
に
な
っ
た
の

だ
と
一
戸
ふ
仁
文
章
ハ
前
掲
九
八
頁
)
の
如
き
は
グ
ル
ゼ
ン
と
臨
も
賀
夜
と
営
震
の
問
に
何
等
か
の
関
係
b
る
事
れ
ぞ
承
認
す
る
必
要
を

感
じ
て
居
る
事
や
知
る
一
事
が
出
来
る
.
も
し
雨
現
象
の
問
に
何
等
の
関
係
が
な
い
も
の
た
ら
ば
ど
う
し
て
常
じ
樺
力
ξ
法
の
問
題
が

起
り
数
世
紀
を
通
じ
て
思
想
家
政
治
家
が
此
の
問
題
を
島
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
か
っ
大
か
を
理
解
す
る
に
苦
し
む
で
あ
ら
う
。
此

問
題
に
付
い
て
ク
ル
ゼ
ン
が
承
認
し
大
事
だ
け
で
は
人
生
現
裂
の
種
々
相
を
理
解
す
る
潟
め
に
充
分
で
た
い
棋
に
思
は
れ
る
と
云
つ

て
ク
ル
ゼ
ン
に
封
す
る
批
評
ぞ
終
っ
て
居
る
。

メ
ン
ツ
ヱ
ル
氏
は
試
に
イ
ル
デ
ン
官
官
る
の
説
冶
説
明
し
て
「
4
ル
ヂ
ン
は
一
九
一
一
一
年
法
と
躍
力
と
云
ふ
論
文

ハk
p
H
ロ
庄
司

出
門
戸
時
尋
問
窓
口

H
p
t
g
Z
E
H山
富
毛
E
o
E
-
H
∞
m・
8
・
同
・
)
を
書
い
て
共
中
に
於
て
此
問
題
ぞ
方
法
論
的
立
場
か
ら
多
分
ク
ル
ゼ
ン
と
は

無
関
係
で
あ
ら
う
が
類
似
せ
る
結
論
に
到
達
し

k
.
受
賞
さ
れ
た
法
則
と
し
て
の
法
と
存
在
の
因
果
関
係
の
現
象
と
し
て
の
擢
力
と

は
認
識
の
相
異
れ
る
平
田
に
属
す
、
勿
論
法
を
心
開
的
系
列
中
の
出
来
事
と
し
て
見
る
事
は
出
来
る
が
之
れ
は
法
律
皐
的
見
解
に
非

歩
し
て
一
位
命
n
撃
的
見
解
で
あ
る
此
場
合
に
於
て
は
法
を
権
力
主
関
係
さ
せ
て
置
く
一
惑
が
出
来
る
、
然
し
純
粋
の
法
の
概
念
中
に
は
櫨

カ
の
嬰
素
手
ぞ
含
む
事
が
た
い
云
々
と
一
宮
ふ

τ居
る
が
‘
イ
ル
デ
ン
は
ど
う
し
て
法
律
が
枇
合
現
象
と
し
て
諮
ら
れ
で
あ
る
か
、
叉
如

何
に
し
て
祉
曾
現
象
と
し
て
の
法
が
問
単
純
た
樺
力
開
係
よ
り
区
別
さ
れ
る
か
に
付
き
詳
細
た
説
明
を
快
い
て
居
る
と
述
べ
て
居
る
。

T
F
h
H
7
・メ
r
ツ
エ
ル
の
論
文
法
主
総
力
山
問
題
に
就
て

-
四
五



商
患
研
究

第
六
谷

第一一一般

一
四
六

共
に
メ
ン
ツ
エ
ル
氏
は
ザ
ン
グ

1
2
E念
。
を
批
評
し
て
い
る
サ
ン
グ
ー
は
法
と
擢
力
と
が
方
法
論
的
に
相
異
る
も
の
で
あ
る

事
守
主
張
す
る
論
者
の
中
に
数
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
.
然
も
前
越
の
イ
ル
ヂ
ン
、
ク
ル
ゼ
ン
等
と
具
h

り
法
を
以
て
賞
烏
と
な
さ
歩

費
在
の
一
種
と
見
て
居
る
然
し
櫨
力
と
異
る
鹿
は
い
牒
力
は
自
然
経
験
(
局
主
5
0民
p
r
E国
側
〉

か
ら
認
め
得
る
に
拘
ら
歩
法
は
特
別
に

法
的
経
験
(
凶
H
S
V
Z
2
P
Z
5
8
よ
り
認
め
得
る
も
の
で
あ
る
.
此
黙
に
於
て
方
法
論
的
差
異
か
あ
る
。
此
法
的
経
験
と
は
一
つ
の

相
関
連
せ
る
手
続
に
於
て
生
ホ
J

る
存
在
判
断
(
回
一
岡
山
田
窓
口
回
一
回
日
記
E
F
)
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
、
此
法
的
経
験
な
る
関
連
ぜ
る
存
校
判

断
は
決
し
て
自
然
経
験
の
現
象
に
よ
り
中
断
さ
れ
る
事
が
な
い
、
特
に
革
命
の
如
き
は
法
的
経
験
の
新
手
績
に
至
る
一
刺
戟
に
外
な

ら
や
と
一
広
ふ
て
居
る
が
此
見
解
の
正
営
な
り
や
否
や
は
片
手
闘
に
研
究
す
る
世
帯
を
得
ぢ
る
占
ハ
ク
聴
問
題
で
る
る
が
、
向
然
経
験
た
る

擢
力
に
よ
っ
て
中
断
さ
れ
な
い
庭
の
櫨
績
的
た
法
的
手
績
が
賢
際
に
於
て
存
在
す
る
や
否
や
に
依
っ
て
決
す
べ
き
も
の
で
あ
る
.
然

し
共
存
在
に
付
い
て
は
大
に
疑
は
し
い
ほ
で
あ
る
と
評
し
て
居
る
ず
ン
グ
l
に
付
い
て
は
彼

ω多
く
の
論
文
中
z
m
g
a
自
白
河

g
宮
=

(
N
田
町
沖
面
白
宮
山
岸
町
民
同
2

己・ョ
.m-
呂
田
)
だ
け
を
特
に
援
用
し
て
居
る
。

法
と
擁
カ
の
無
関
係
説
の
最
後
の
も
の
と
し
て
最
も
徹
底
し
て
居
る
デ
ユ
ギ

l
λ
ロ
必
丘
G

を
紹
介
し
て
居
る
日
〈
デ
ユ
ギ
l
の

云
ふ
底
に
よ
れ
ば
権
力
は
常
に
草
た
る
事
買
で
あ
る
.
岡
家
の
有
す
る
構
力
も
亦
同
様
事
買
に
す
ぎ
歩
、
国
家
権
力
は
合
法
な
り
や

否
や
の
質
問
は
的
た
き
に
矢
を
放
つ
も
の
で
あ
る
、
之
れ
に
尺
し
て
法
は
国
酬
胞
の
連
帯
を
確
質
に
す
る
目
的
ぞ
有
す
る
法
則
の
全
集

合
に
す
ぎ
は
い
.
岡
家
は
法
を
作
ら
な
い
唯
記
法
を
賢
現
す
る
任
務
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
閲
家
擁
力
の
行
動
が
此
客
観
的
の
法

に
添
ふ
時
の
み
合
法
で
あ
る
.
然
ら
ホ
ノ
ん
ば
此
行
協
は
何
等
法
律
上
の
殻
果
を
生
ぜ
す
単
に
事
質
上
の
権
力
行
震
の
性
質
巻
有
す
る



に
す
ぎ
な
い
。
制
定
法
も
慣
習
法
も
此
の
客
観
的
の
法
骨
折
作
る
事
が
出
来
な
い
‘
斯
る
法
は
結
局
枇
合
連
帯
の
原
則
か
ら
護
生
ず
る

此
の
原
則
に
従
は
ざ
る
擁
力
は
単
た
る
裸
の
櫨
力
で
あ
る
、
メ
ン
ヅ
ヱ
ル
氏
は
舎
て
墳
公
法
雑
誌
第
一
巻
一
一
間
以
下
に
於
て
デ
ユ

ギ
ー
を
紹
介
し
た
事
が
あ
る
が
伎
の
昔
日
ふ
蕗
を
要
約
す
れ
ば
.
擢
力
と
は
疋
し
き
法
に
従
は
ざ
る
総
て
ど
あ
り
法
は
倫
迎
的
概
念
で

あ
る
事
や
主
張
す
る
も
の
で
本
来
プ
ラ
ト

1
的
の
思
想
に
外
な
ら
な
い
一
式
々
と
簡
単
た
批
評
を
下
し
・
に
だ
け
に
止
め
て
居
る
。

豆
、
相
関
誌
ハ
同
宣
伝
広
DHHavoo
号
)

法
と
樺
力
と
が
何
等
か
の
閥
係
を
有
す
る
一
事
を
認
め
る
皐
設
は
此
グ
ル
ツ
ベ
に
入
る
.
然
し
、
F

ン
ツ
エ
ル
氏
は
之
を
吏
に
二
分
し

力
墜
的
関
連
説
会
U
1
5
E
E
B
r
H
H白】
PEEr-〉
と
静
率
的
関
連
説
(
注
目
-
辛
口

Z
P
E
M
D
E
P
-
)
と
に
介
類
す
る
。
前
者
は
法
と
纏

力
が
一
時
的
闘
速
を
有
す
る
事
例
へ
ば
楳
カ
か
ら
法
が
費
生
し
‘
櫨
力
が
無
〈
た
る
時
は
法
が
無
く
な
る
と
云
ふ
椋
に
樺
力
が
法
的

制
度
に
一
時
的
の
意
味
を
有
す
る
事
冶
主
張
す
る
設
で

b
つ
τス
チ
ン
チ
ン
グ
、

メ
ル
ク
ル
、
グ
オ
ル
グ
、
ヱ
リ
ネ
ッ
ク
.
等
之
れ

に
麗
し
品
川
者
は
樺
力
を
法
の
永
続
的
内
和
的
要
素
と
見
.
雨
者
を
具
曜
の
同
化
さ
れ
た
も
の
と
見
な
い
見
解
で
あ
る
ヱ

l
リ
ン
グ
‘

ウ
ヰ

1
サ

l
、
プ
ム
ロ

l
、
モ
l
ァ
.

フ
ヱ
ル
ド
ロ
ツ
ス
等
此
の
誌
に
属
す
る
と
し
て
居
る
。

A 

先
づ
力
串
的
関
連
設
を
主
張
す
る
者
か
ら
説
明
し
て
居
る
、
ス
チ
ン
チ
ン
グ
(
ま
戸
内
N
Z凹
〉
は
共
著
法
と
樺
カ
ハ
H
H
g
z
g島
区
p
i

n
y
f
H
∞叶
C
)

に
が
て
法
が
設
力
を
布
せ
ざ
る
揚
令
に
共
鹿
に
樺
力
が
新
法
を
作
る
樺
限
そ
有
す
、
如
何
と
な
れ
ば
人
聞
の
性
質
中
の

秩
序
本
能
は
枇
舎
の
根
本
別
臥
(
法
〉
や
動
か
す
様
た
航
態
を
我
慢
す
る
事
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
‘
構
力
行
需
は
単
に
俊
一
室
を
充

ず
一
挙
が
出
来
る
の
み
で
あ
る
ハ
前
掲
二
六
頁
)
云
々
郎
ち
ス
チ
ン
チ
ン
グ
は
法
と
擢
力
と
の
関
係
を
特
徴
付
け
る
潟
め
に
擁
力
の
楠

ア
ド
ル

7
・
メ
〆

Y
エ
凡
の
詩
文
法
正
権
力
の
問
題
に
就
て

一
四
七



向
島
a
M
究

第
六
経

第

披

一
四
八

充
性
な
る
M
b
想
を
使
間
し
た
.
然
し
法
の
な
い
場
合
に
の
み
櫨
力
が
入
っ
て
来
る
と
一
足
ふ
の
は
明
に
事
買
で
た
い
‘
克
も
一
腿
力
は
法

の
た
い
場
合

κ
の
み
始
め
て
訟
を
作
。
べ
き
・
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
之
れ
は
倫
制
的
問
題
で
あ
っ
て
全
く
別
な
問
題
で
あ
る
と
評

じ
.
次
に
メ
ル
グ
ル

GHearo】
)
の
批
評
に
移
っ
て
居
る
。
メ
ル
ク
ル
は
奇
人
の
問
題
に
一
論
文
を
捧
げ

(
]
{
H
O
口
】
弘
ロ
ロ
円
四
回
一
円
安

ur酔

m
円凶器，
U
5
0
一o
o
k
p
E
旨〔
H
-
5
m
g
y
Y
明・品以。

R
)
又
伎
の
法
車
通
論
凶
十
二
節
以
下
に
論
じ

τ居
る
、
伎
は
悦
力
説
乞
或
る
程
度
迄

採
用
し
て
居
る
.
日
く
法
が
質
在
生
活
に
屈
せ
す
し
て
単
に
思
考
界
の
論
現
的
原
別
で
あ
る
Lr-
解
す
る
見
解
は
設
で
あ
る
。
法
は
利

益
剛
一
川
市
の
産
物
な
り
‘
勿
論
此
場
合
間
者
。
利
益
が
勝
を
占
め
る
の
で
あ
る
が
時
に
亦
安
協
も
存
在
し
な
い
珂
で
は
な
い
。
先
き
に

は
躍
力
大
る
分
子
が
仰
が
法
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
が
後
-
し
は
法
自
躍
が
一
の
中
立
的
裁
判
所
と
し
て
現
は
れ
、
却
て
弱
者
の
局
め

に
彼

ω
相
ぞ
か
ざ
す
に
至
る
、
斯
る
法
の
中
立
作
用
は
公
法
よ
り
も
私
法
に
於
て
好
都
合
で
あ
る
、
図
際
関
係
に
於
℃
は
法
の
中
立

作
用
が
注
く
専
ら
権
力
主
義
が
行
は
れ
b
h
.

法
を
櫨
力
よ
り
解
放
す
る
問
題
は
出
歩
し
た
に
拘
ら
宇
未
だ
解
決
さ
れ
な
い
一
五
々
。
メ

ル
ク
ル
は
更
に
謹
ん
で
法
は
存
在
す
る
樫
力
と
結
付
い
亡
他
の
凡
て
の
櫨
力
以
上
に
自
己
を
高
め
る
事
が
出
来
る
。
法
は
之
れ
に
よ

h
y
法
の
木
質
に
閲
係
の
な
い
庭
の
要
素
(
纏
力
)
に
従
属
す
る
事
が
あ
る
が
然
し
同
時
に
此
の
要
一
訴
訟
法
の
泊
め
に
利
用
す
る
事
も
あ

る
、
躍
力
は
法
の
後
に
立
つ
時
の
み
永
久
に
棋
力
守
主
張
す
る
事
が
出
来
る
云
々
。
メ
ル
ク
ル
は
五
日
人
の
問
題
に
関
し
て
意
義
あ
ゐ

誼
M
M
友
翻
祭
ぞ
津
山
し
た
と
は
一
五
へ
伎
が
二
つ
の
根
本
見
解
則
ち
法
を
一
方
に
於
て
枇
合
擁
力
関
係
の
表
示
と
見
‘
他
方
に
於
て
中

立
分
子
と
見
る
二
大
見
解
を
さ
玄
よ
ふ
た
事
を
観
過
す
る
事
が
出
来
な
い
。
伎
の
快
黙
は
所
謂
訟
と
一
五
ふ
中
立
的
分
子
が
議
恨
的
利

益
に
反
抗
し
て
迄
も
主
張
し
得
る
力
を
何
底
か
ら
取
得
し
た
で
あ
ろ
う
か
不
明
瞭
な
賠
で
あ
る
又
メ
ル
グ
ル
が
伎
の
法
串
通
論
じ
於



て
試
み
た
蕗
の
理
論
と
し
て
の
法
と
躍
力
と
し
て
の
法
の
医
別
も
充
分
で
な
い
誌
に
白
分
に
は
忠
は
れ
る
云
々
と
許
し
て
‘
戎
は
エ

リ
ネ
ッ
ク

(C-L『
出
口
宮
島
)
の
設
に
移
っ
て
居
る
、

ヱ
リ
ネ
ヅ
グ
は
法
の
規
範
的
性
質
を
原
則
的
に
は
同
調
し
て
居
る
が
彼

ω
図
法
率

三
三
七
頁
以
下
の
あ
の
右
名
に
な
っ
仁
章
「
民
ロ

E氏
4
1
0

同
3
9
品
市
出
司
許
吾
口

v
g」
に
於

τ擢
力
思
想
に
も
一
闘
を
加
へ
て
肘
る
。

伎
は
共
二
一
四
四
頁
に
於
て
法
と
構
力
と
は
金
々
相
封
立
す
る
も
の
で
な
い
事
を
明
言
し
て
居
る
.
然
し
此
見
解
は
規
的
的
原
則
と
.

因
果
閥
係
争
論
歩
る
科
皐
上
の
原
則
と
が
、
方
法
論
的
に
封
立
し
て
居
る
と
一
五
ふ
根
本
見
解
と
、
如
何
に
し
て
安
協
せ
し
む
ろ
事
が

川
来
る
か
不
明
で
あ
る
。
此
賄
を
除
け
ば
ヱ
リ
ネ
ヅ
ク
の
説
明
は
多
く
の
慎
値
移
一
き
観
察
が
あ
る
‘
位
。
結
論
は
大
悟
次
の
如
き
も

の
で
あ
る
、
法
と
樺
力
と
は
同
一
で
は
な
い
が
‘
服
従
者
の
側
か
ら
承
認
と
云
ふ
心
開
的
要
素
が
加
入
す
る
と
‘
躍
力
か
ら
誌
が
琵

生
す
る
に
至
る
。
之
れ
は
決
し
て
正
常
と
は
思
は
れ
ぬ
が
彼
の
合
法
論
(
F
O
向日

F
E
E
Z
E
-ユ
凸

)

の
要
期
で
あ
ら
う
.
又
伎
の
設
に

よ
れ
ば
同
単
純
な
法
の
思
想
印
ち
日
然
法
に
よ
り
事
買
上
の
擁
力
関
係
心
理
更
在
生
ぜ
し
む
る
事
が
あ
る
一
事
を
認
め
る
が
故
に
位
。
詑

は
法
と
躍
力
の
問
に
隠
史
的
力
早
的
関
連
が
成
立
し
て
居
る
事
を
認
め
て
居
る
と
い
ふ
て
立
い
と
評
し
て
居
る
。

B 

静
阜
市
開
建
設

ヱ

l
リ
ン
グ
の
北
記
者

qHW巾
同
日
出
関
)
「
法
に
於
け
る
目
的
」
ハ

N
5口昨日
B
H
H
g
E
切《

H
H
a・
官
。

δ
に於一円
L

述
べ
た
思
想
は
力
接
的
関
連
設
よ
り
静
曲
学
的
閲
建
設
に
至
る
推
移
守
示
し
て
居
る
.
伎
に
よ
れ
ば
樺
力
は
第
一
に
法
の
陪
史
的
前
階

で
あ
る
が
、
然
し
叉
法
の
永
観
的
分
子
で
も
あ
る
、
槙
力
は
洞
察
と
自
己
制
限
と
妻
は
さ
れ
て
法
を
生
む
.
倫
期
的
確
信
に
非
歩
し

て
却
て
利
己
心
の
怜
倒
な
考
慮
が
法
を
生
む
際
の
標
準
と
な
る
の
で
あ
る
、
最
初
は
皐
-L
擢
力
が
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
伎
は
日
ら

自
己
を
制
限
し
て
法
や
生
む
.
法
は
第
二
次
的
分
子
で
あ
る
.
此
事
は
原
始
的
専
制
固
で
も
原
始
的
共
和
国
で
も
又
現
在
で
も
同
様

ア
ド
ル
7

・
メ
ン
ツ
エ
ル
の
論
文
法
主
様
力
の
問
題
に
就
て

円
四
九



商

初F
ラE

第
六
怨

費Z

Z虎

万.

O 

で
あ
る
、
法
は
訓
練
さ
れ
た
纏
カ
に
外
た
ム
歩
、
藤
力
の
代
間
と
し

τ法
が
支
配
す
る
に
非
ホ
常
に
支
配
す
る
も
の
は
擁
力
で
あ
る
・

膿
力
H
H

乎
に
剣
を
持
っ
て
居
る
、
法
は
擁
力
に
舵
手
の
コ
ン
パ
ス
の
様
な
役
目
を
す
る
。
権
力
は
必
要
に
臨
じ
法
な
く
し
て
立
ち
得

ろ
が
法
は
櫨
カ
な
く
し
て
立
ち
特
た
い
一
再
々
、

ヱ
ー
リ
ン
グ
の
設
の
功
績
を
稿
へ
共
依
貼
を
事
げ
る
事
は
飴
り
に
深
入
り
し
渦
ぎ

る
恐
れ
が
あ
る
、
伎
は
自
ら
知
ら
守
し
て
枇
合
串
者
で
あ
っ
大
、
伎
の
前
掲
来
書
第
二
容
に
於
て
mw
円
ま
と
図
。
白
血
と
を
一
位
一
曾
現
象

と
し
て
買
に
杭
合
曲
学
者
と
し
て
分
析
し
て
居
る
‘
然
し
法
に
閲
し
て
は
位
か
ら
取
扱
は
れ
大
材
料
は
甚
古
貧
弱
で
あ
る
、
多
く
伎
の

耳
門
た
る
ロ

1

7
法
か
ら
採
っ
て
居
る
、
伎
は
杢
く
合
珂
論
者
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
椋
成
を
た
す
に
首
っ
て
も
飴
り
に
非
合
理
的
要

素
そ
顧
み
な
か
っ
大
、
斯
く
し
て
宗
教
が
一
の
強
い
要
素
を
意
味
す
る
過
去
に
於
て
も
怜
例
宏
利
己
心
の
考
慮
。
み
を
ス
ナ
ツ
チ
し

て
居
る
、
然
し
此
貼
を
除
け
ば
伎
が
法
と
躍
力
の
関
係
や
特
徴
付
け
た
貼
は
正
し
き
洞
察
を
合
む
似
し
位

ω
此
の
特
徴
付
は
精
確
を

!
何
よ
り
も
深
め
ら
れ
た
心
開
皐
的
基
礎
ぞ

l
依
く
う
ら
み
が
あ
る
。
次
に

ウ
ヰ

1
サ
!
っ
5
2
D
G
は
北
山
菜
「
法
と
擁
力
」

H
H
g
E
S岳
民
g
E
H
C
H
H
に
於
て
「
書
か
れ
大
詰
法
に
非
今
し
て
、
事
宜
上
。

構
力
闘
係
が
買
の
景
法
た
め
と
す
る
」
ラ
ヅ
サ
l
ル
の
説
明
を
受
縫
い
で
居
る
が
一
フ
ヅ
サ
1
h
y
が
物
問
的
の
力
の
み
を
重
大
腕
し
心

期
的
の
力
を
位
一
服
す
る
黙
を
誼
切
に
非
難
し
て
居
る
‘
伎
は
法
と
耀
力
の
閲
係
に
付
い
て
は
「
完
全
た
法
と
な
る
に
は
樺
力
を
必
要

と
し
完
全
な
椛
力
と
な
る
に
は
法
身
必
要
と
す
る
(
前
掲
五
八
頁
)
法
は
槙
力
の
枇
合
的
戴
冠
で
あ
る
(
前
拐
ム
ハ
コ
一
頁
)
服
従
者

ω

感
情
に
反
す
る
単
純
な
擢
力
は
宇
ば
法
大
る
に
温
ザ
」
歩
(
前
掲
八
二
只
)
勿
論
比
場
合
法
な
る
語
吹
倫
迎
的
意
義
に
用
ゐ
て
居
る
如

何
と
た
れ
ば
現
行
法
は
服
従
者
の
感
情
に
闘
係
た
く
行
は
れ
ぢ
る
べ
か
ら
ざ
る
聞
け
で
あ
る
か
ら
ω

以
上
ウ
ヰ

l
サ
1
の
考
に
よ
れ



ぽ
法
と
膿
力
と
は
相
呉
れ
る
も
の
で
は
る
る
が
五
に
呑
合
っ
て
民
る
祉
の
問
現
象
と
一
式
ふ
事
に
な
る
G

ゾ
ム
ロ

1
2
0
E
&
は
共
著
「
法
律
原
理
論
」
第
二
十
九
節
以
下
に

q
E
E
z
o
E
C
E
E
Z町
田
)
於
て
述
ぺ
る
底
に
よ
れ
ば
法

た
ろ
規
範
と
は
擢
力
の
命
令
が
一
定
の
入
の
範
囲
内
に
於
て
通
常
詮
行
さ
れ
得
ろ
欣
態
ハ
斯
る
擢
カ
を
ゾ
ム
ロ

l
は
特
に
法
的
擢
刀

と
郁
ず
)
に
あ
る
所
の
櫨
力
の
法
で
あ
る
。
此
場
合
法
が
行
は
る
L
特
別
の
方
法
又
は
服
従
の
特
別
な
る
動
幾
は
何
等
重
大
友
意
義

伊
一
有
ず
る
も
の
で
な
い
、
法
的
擁
力
は
必
然
的
に
物
理
的
纏
力
で
あ
る
.
服
従
の
動
機
は
色
々
で
あ
わ
得
る
.
総
て
の
櫨
力
は
法
的

躍
力
と
云
ふ
珂
け
で
な
い
盗
賊
凶
隠
の
命
令
の
如
し
、
法
と
棋
力
と
を
単
純
に
同
一
一
服
す
る
事
は
出
来
ぬ
、
法
的
措
力
の
源
を
明
に

す
る
事
は
枇
曾
阜
の
任
務
で
あ
る
、
法
的
擁
力
の
所
持
者
は
同
時
に
閥
家
内
に
於
て
主
植
の
所
持
者
で
あ
る
、
た
と
へ
憲
法
中
に
地

の
者
を
主
櫨
者
と
訳
載
し
て
居
っ
て
も
法
的
擁
力
そ
持
た
な
け
れ
ば
主
櫨
者
で
は
な
い
(
前
掲
二
八
五
頁
)
国
家
と
は
法
的
櫨
力
。

作
つ
に
法
則
の
服
従
に
よ
り
作
ら
れ
て
居
る
一
粧
品
目
に
外
な
ら
や
J

ハ
二
五
一
頁
)
一
百
々
。
之
に
封
し
メ
シ
ツ
ヱ
ル
氏
は
法
及
困
家
の
説

明
に
楳
カ
の
要
素
を
用
ふ
る
事
は
賛
成
で
あ
る
が
事
貨
に
広
擢
力
の
外
に
法
的
纏
力
の
観
念
を
採
用
す
る
必
要
は
な
い
。
国
家
が
櫨

カ
者
で
あ
る
な
ム
ば
彼
の
命
令
が
迅
常
従
は
れ
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
、
法
的
擁
力
の
概
念
を
採
用
す
る
事
は
思
想
を
混
迷
な
ら
し

め
る
、
法
的
権
力
の
概
念
を
採
用
す
る
事
が
間
遠
な
ら
ば
之
よ
り
伎
が
引
出
し
大
共
他
の
結
果

ω
と
る
べ
か
ら
ざ
る
事
も
亦
明
な
り

と
批
評
し
て
居
る
J

ゾ
ム
ロ

1
の
皐
徒
毛

l
ア
ハ
民
c
t
)
は
伎
の
論
文
「
纏
カ
‘
法
及
遺
徳
」
(
民
営
F
H
H
g宮
・
区
白
色
】
C
N
日
)
に
於
て
迅
べ
る
底
に
よ

れ
ば
法
の
本
質
に
は
強
制
威
嚇
そ
必
要
と
す
る
.
強
制
威
嚇
が
作
用
す
る
矯
め
に
は
法
の
背
後
に
嬬
力
の
存
す
る
事
を
要
す
、
此
賦

ア
ド
ル
フ
・
メ
Y

ツ

Z

U
の
論
文
法
と
様
力
の
問
題
に
就
て

五



商
血
中
研
究

第
六
位
世

第

披

-
五

に
於
て
法
に
mw岳
山
口

の
要
素
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
、

共
故
法
は
山
口
同
混
と
存
在
の
二
平
面
の
上
に
作
ら
れ
て
あ
る
。
若
し
法
の
背

筏
に
躍
力
が
な
く
た
る
時
は
其
は
訟
の
終
り
で
あ
る
。
単
純
な
る
躍
力
D
命
令
と
は
一
位
舎
に
於
け
る
最
強
に
非
る
蕗
の
樺
力
か
ら
出

て
居
る
命
令
ぞ
一
疋
ふ
.
も
し
之
れ
が
最
強
心
躍
力
よ
り
出
づ
る
時
は
共
れ
は
法
的
命
令
と
な
る
か
ら
J

期
る
櫨
力
命
令
が
事
質
問
問
い

時
は
法
の
侵
害
で
あ
り
も
し
他
に
打
勝
て
ば
則
ち
法
的
命
令
で
あ
る
‘
共
勝
敗
の
決
し
な
い
問
は
無
政
府
批
態
で
あ
る
。
擢
力
が
tu

っ
て
始
め
て
法
律
に
現
行
性
そ
附
興
す
る
、
閥
際
法
ず
ら
岡
家
間
の
平
等
擁
に
基
い
て
法
と
な
る
も
の
で
あ
る
一
再
々
、
メ
シ
ツ
エ
b
y

氏
は
之
等
は
凡
て
前
述

ωdノ
ム
ロ

l
の
論
説
の
解
轄
に
外
な
ら
?
と
な
し
て
特
に
擢
力
と
法
の
閥
係
に
付
い
て
批
評
伝
加
へ
な
い
。

フ
ヱ
ル
ド
ロ
ヅ
ス

(J12品
g回
世
)

は
共
著
「
間
際
憲
法
に
基
く
法
律
的
枇
界
概
念
の
統
一
」
ハ
盟
四
国
各
自
宗

円四四四月四口一
F
口一口
}
H
Oい】

J
4
0
Zず
H
E
a
pえ
の
E
E
Z向
。
含
円
ぺ
己
げ
由
民
g
r
Z
4
2
p
g
d目
的
に
於
て
ゾ
ム
ロ

l
、屯

l
ア
に
反
し
て
法
規
ゆ
佐
賀
現
す
る
構
力
は
法
の

外
に
あ
る
に
も
の
で
は
友
い
却
て
法
の
一
部
に
す
ぎ
や
ハ
九
一
頁
〕
現
行
法
は
一
般
法
と
具
わ
一
般
的
法
規
に
撞
く
る
も
の
に
非
歩
、

一
般
的
法
規
は
そ
れ
が
結
局
個
々
的
決
定
又
は
執
行
行
震
の
命
令
に
於
て
賓
現
ず
る
限
度
に
於
て
の
み
現
行
法
で
る
る
.
躍
力
は
訣

以
外
の
も
の
に
非
や
法
の
手
足
な
り
此
手
足
に
よ
り
法
が
執
行
さ
れ
て
賢
行
さ
れ
る
限
度
に
於
て
現
行
法
で
あ
る
、
一
位
曾
に
於
て
執

行
V
待
た
か
法
に
服
従
し
て
居
る
の
は
患
な
る
法
の
反
射
で
あ
る
、
一
再
々
‘
メ
ン
ツ
ヱ
ル
氏
は
之
そ
以
て
誠
に
興
味
あ
る
叙
述
と
な

し
て
居
る
が
向
詳
し
い
理
由
付
け
必
必
要
と
す
る
と
た
し
‘
法
の
賢
現
の
機
闘
行
錯
と
法
と
の
関
係
が
何
故
に
純
粋
に
法
律
的
で
あ

る
よ
り
以
上
の
も
の
で
あ
る
の
か
時
解
に
苦
し
む
‘
フ
ヱ
ル
ド
ロ
ヅ
ス
に
よ
れ
は
従
は
れ
つ

L
b
る
事
は
、
純
粋
に
吐
曾
現
象
で
あ
り

法
に
闘
係
の
た
い
草
た
る
法
の
反
射
で
あ
る
此
場
合
は
法
や
貰
現
す
る
執
行
行
局
在
紙
く
が
故
に
櫨
力
は
法

ω
一
片
と
も
な
っ
て
厨



た
い
と
一
民
ふ
て
居
る
が
一
館
何
故
に
判
伏
と
か
執
行
と
か
法
的
秩
序
の
最
下
級
の
場
合
に
の
み
棋
力
闘
係
の
影
響
が
現
れ
る
だ
け
で

法
自
身
を
作
る
際
に
即
ち
法
の
内
森
冶
決
定
す
る
際
に
、
憲
法
の
設
生
泊
減
の
際
に
‘
擢
力
闘
係
の
影
響
あ
る
事
を
認
め
な
い
の
で

あ
ら
う
か
?

従
っ
て
フ
ヱ
ル
ド
ロ
ツ
ス
に
よ
れ
ば
革
命

ω
法
理
が
明
瞭
を
依
く
、
唯
記
フ
エ
ル
ド
ロ
ツ
ス
が
法
が
規
定
さ
れ
た
幡

カ
で
あ
り
模
力
V-
有
ず
る
法
別
で
あ
る
と
云
ふ
た
事
に
は
盟
由
の
相
謹
に
拘
ら
や
賛
成
し
て
居
る
。

メ
ン
ツ
ヱ
ル
氏
は
批
判
的
駁
説
、
通
覧
の
最
後
に
が
、
て
瑞
商
法
皐
者
オ
イ
グ
ン
、
フ

i
パ
l
(出
・
出
口
守
口
円
〉
ぞ
事
げ
て
民
る
伎
は
北
パ
著

「
法
?
と
法
の
賢
現
」
(
】

H
g
z
g仏
M
H
D
口F
Z
4
0
コユ円]込山口「出口
m
H
C
M

一)

に
於
て
吾
人
の
問
題
に
付
い
て
一
節
ケ
捧
げ
て
居
る
(
一
八

八
!
一
一
四
一
一
貝
)
が
彼

ω
思
想
を
摘
要
す
る
事
は
容
易
で
な
い
如
何
と
な
れ
ば
伎
は
枇
曾
的
心
理
串
的
H
見
解
と
シ
ユ
タ
ム
ラ
ー
に
野

響
を
受
け
た
制
念
論
的
法
律
論
と
を
結
合
せ
ん
と
試
み
て
居
ゐ
か
ら
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
.
此
底
に
は
彼

ω
方
法
論
に
闘
ず
る
説

明
を
省
略
L
伎
の
結
論
や
諜
出
し
て
見
る
‘
位
日
く
ハ
二
百
四
十
頁
)
訟
の
な
い
枇
合
は
な
い
又
枇
曾
の
な
い
訟
も
た
い
勝
力
は
訟
の

従
者
ぜ
あ
り
法
は
枇
舎
の
従
者
ぜ
あ
る
。
然
し
法
な
き
擁
力
は
存
し
将
、
け
れ
共
之
れ
必
し
も
反
枇
曾
的
な
り
と
云
ふ
別
け
で
は
な

ぃ
、
も
し
此
椛
力
が
事
賢
上
の
擢
力
を
法
的
樫
力
に
臨
め
し
め
ん
と
す
る
努
力
を
布
す
る
限
り
は
此
の
躍
力
も
亦
合
批
合
的
な
橋
力

で
あ
る
、
此
を
以
て
擁
力
は
法
の
優
先
を
求
認
し
て
居
る
、
共
他
締
℃
の
場
合
に
於
て
躍
力
は
法
-L
優
先
せ
ホ
九
擢
力
は
五
日
人
の
法

的
意
識
か
ら
排
斥
さ
れ
る
云
々
、
メ
ン
ツ
ヱ
ル
氏
は
之
れ
に
封
し
擁
力
が
法
に
優
先
す
る
と
云
ふ
文
章
は
道
徳
問
題
に
関
係
な
き
質

在
生
活
の
叙
挫
で
あ
る
事
を
フ
l
パ
ー
は
誤
解
し
に
事
ぞ
指
摘
し
て
居
る
が
‘

一
方
に
於
て
伎
が
枇
合
心
理
接
的
に
正
し
い
色
々
の

観
察
を
し
た
事
左
述
べ
て
居
る
、
唯
だ
彼
が
法
と
樫
刀
の
関
係
を
明
瞭
に
す
べ
き
結
局
的
の
心
理
上
の
基
時
な
る
法
律
感
情
。
心
理

ア
ド

h
N
7

・メ
Y

ツ
エ
ル
の
論
文
法
主
総
力
の
問
題
に
就
て

一
五
三



商
験
研
究

第
六
巻

E存

続

一
五
回

事
に
蝿
れ
な
か
っ
た
事
会
遺
憾
と
し
大
。

穴
.
メ
シ
ツ
エ
ル
氏
の
設

以
上
第
一
節
に
於
て
、
法
と
躍
力
と
に
闘
す
る
準
設
を
批
評
し
、
同
一
読
も
、
無
関
係
説
も
、
共
に
維
持
し
持
べ
か
ら
今
‘
相
闘
詑

-
も
亦
.
吾
人
を
満
足
せ
し
む
る
も
の
に
非
ざ
る
も
の
と
ゑ
し
た
後
、
伎
は
第
二
節
に
於
℃
.
簡
患
に
自
己
の
設
を
迅
ペ
て
居
γ

引
。
伎

は
、
法
と
樺
力
の
問
題
を
、
解
決
す
る
に
は
、
第
一
に
用
語
や
明
確
に
す
る
事
、
第
二
に
法
と
擁
力

ω問
題
の
種
々
な
方
面
ぞ
阿
別

す
る
事
が
必
要
で
あ
る
‘
殊
に
第
二
の
駈
に
付
品
川
、
‘
此
問
題
や
倫
理
問
題
と
し
て
扱
ふ
事
と
、
賢
在
の
叙
過
と
し
て
技
ふ
場
合
を
‘

混
同
し
な
い
様
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
力
説
し
‘
従
っ
て
伎
は
法
と
樺
力
の
問
題
を
一
粧
品
開
皐
的
、
倫
理
皐
的
、
政
策
的
.
歴
史
的

の
問
問
題
に
分
類
し
て
論
ぜ
ん
と
試
み
て
居
る
。

(イ
U

法
と
躍
力
(
宜
力
)
の
用
語

彼
は
法

ω
z
n
義
守
.
所
謂
現
行
法
(
吉
田
一

E
d
封
印
白
冨
)
と
僻
し

τ居
る
、
現
行
法
の
何
た
る
か
は
.
法
忠
一
者
聞
に
、
や
か
ま
し
い

議
論
の
あ
る
蕗
だ
が
、
伎
は
極
く
通
俗
に
現
行
法
の
意
義
ぞ
解
す
る
も
の
の
如
く
.
共
の
純
一
上
命
令
の
集
合
を
指
す
も
の
な
り
や
、

限
定
判
断
の
集
合
を
指
す
も
の
た
め
や
、
又
は
法
律
行
震
の
段
階
的
に
配
列
さ
れ
に
閥
系
や
、
指
す
も
の
な
り
や
‘
何
れ
で
も
尭
附
ヘ

泣
い
と
云
っ
て
居
る
。
之
に
反
し
て
纏
力
の
意
義
に
就
い
て
は
詳
細
な
説
明
ぞ
加
へ
‘
法
も
亦
楳
力
と
同
一
一
今
回
に
存
在
し
特
る
現

由
を
述
べ
て
居
る
。
棋
力
の
意
義
は
法
風
一
者
枇
合
事
者
よ
り
近
時
研
究
さ
れ
て
居
る
蕗
だ
が
、
共
際
民
営
冨
と

0
0
4
4
p
g
 

と
を
異

る
意
味
の
語
と
し
て
使
用
す
る
者
が
あ
る
例
へ
ば
ヱ
ム
、

ヱ

1
.
マ
イ
ヤ

1
.

フ
ヒ

l
ア
カ
シ
ト
、
オ
ヅ
ベ
ジ
ハ
イ
マ

1
.
等
は
意



味
は
同
一
で
は
な
い
が
雨
者
や
差
別
し
て
伎
川
し
て
居
る
賠
は
共
通
で
あ
る
。
然
し
ウ
ム
等
の
莞
別
は
杢
々
・
無
意
味
で
あ
る
と
し
て
排

斥
し
エ

1
リ
ン
グ
と
共
に
]
肖
p
o
E
及

。。司
P
Hけ

の
用
語
を
同
意
義
に
使
用
す
べ
き
事
を
主
張
し
‘
准
ん
で
擢
力
の
・
本
質
や
問
題
じ

し
て
居
る
。
植
力
(
又
は
買
力
)
に
は
慣
狭
二
義
あ
り
.
自
然
に
及
す
人
間
の
植
力
と
一
匹
ふ
様
友
場
合
に
は
.
之
や
府
内
義
に
用
ゐ
た
も

の
で
あ
る
が
.
今
訟
に
用
へ
る
の
は
、
勿
論
狭
義
で
る
っ
て
専
ら
吐
合
皐
的
意
義
に
用
へ
る
場
合
を
一
エ
ふ
の
で
あ
る
、
伎
の
説
明
に

よ
れ
ば
樺
力
(
又
は
賢
力
)
と
は
「
向
己
の
意
思
遁
り
に
他
人
に
行
動
さ
せ
る
様
に
強
制
し
得
る
能
力
』

k
指
す
の
で
あ
る
、
市
も
何

者
が
斯
る
地
位
を
布
す
る
や
ぞ
問
は
な
い
の
で
あ
ろ
か
ら
.
多
数
‘
武
装
.
経
消
的
優
越
、
優
れ
た
智
識
.
侍
統
.
迷
信
等
で
も
.

擢
力
を
有
す
る
の
に
秀
聞
は
た
い
‘
要
す
る
に
優
れ
て
居
る
と
一
五
ふ
世
帯
賓
が
.
他
人
の
行
局
を
強
制
す
る
力
則
も
擁
力
や
持
っ
て
居

る
理
け
で
あ
る
、
然
し
此
事
賢
は
如
何
に
し
て
決
せ
ら
れ
る
か
‘
勿
論
他
人
の
意
思
が
屈
従
し
た
場
合
に
は
最
も
明
瞭
で
あ
る
。
然

し
世
間
で
は
其
庭
ま
で
行
か
な
く
と
も
他
人
の
意
思
に
干
渉
を
及
ぼ
し
‘
之
に
よ
り
共
他
人
が
行
動
す
る
に
至
る
だ
ら
う
と
岡
山
ふ
蓋

然
性
ハ
巧
P
富
島
市
町
民
ロ
v
r
o
U
)
が
存
す
る
場
合
に
は
既
に
樺
力
あ
り
と
一
去
っ
て
居
る
。
従
っ
て
纏
力
の
概
念
中
に
は
、

い
く
ら
か
不

確
買
な
分
子
が
入
っ
て
居
る
。
敷
島
一
亡
基
い
-hh
天
文
皐
上
の
預
言
と
具
り
‘
或
者
が
躍
力
を
有
す
と
云
ふ
が
如
き
枇
合
皐
上
の
判
断

は
推
定
に
外
な
ら
歩
。
向
プ
ラ
ト
l
の
ゴ
ル
ギ
ア
ス
第
二
十
五
章
に
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
言
と
し
て
樺
力
の
本
質
と
し
て
一
時
的
の
優

越
を
以
て
は
足
ら
や
J

共
優
越
が
繕
践
的
で
た
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
を
述
べ
て
居
る
が
之
は
大
に
味
は
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
の
如
く
櫨
力

の
本
質
と
し
て
自
己
の
意
思
に
よ
り
他
人
に
行
動
せ
し
め
繰
る
轟
然
性
と
一
足
ふ
思
想
上
の
要
素
を
入
れ
る
事
は
、
従
来
充
分
に
論
ぜ

ら
れ
な
い
底
で
る
る
が
、
斯
く
解
し
て
始
め
て
法
と
擢
カ
の
甚
し
オ
封
立
を
綬
め
る
事
が
出
来
る
・
如
何
と
な
れ
ば
法
ぞ
以

τ規
範

ア
ド
ル
フ
・
メ
ン
ツ
エ
ル
の
論
文
法
と
機
カ
の
問
題
に
就
て

一
五
五



商
限
研
究

第
六
谷

第
一
一
一
抗

-
五
六

と
泣
す
論
者
の
代
表
者
と
雛
も
服
従
さ
れ
る
諜
然
性
の
た
い
も
の
を
指
し

τ法
と
一
足
ふ
事
は
た
い
で
あ
ら
う
か
ら
一
再
々
。
斯
の
如
く

法
と
擢
カ
の
意
義
を
定
め
て
置
い
て
始
め
て
伎
は
用
者
の
関
係
に
議
論
h
q
進
め
る
。

(

ロ

)

吐
合
皐
的
問
題
と
し
て
の
法
と
櫨
力
の
関
係

先
づ
伎
は
.
法
は
即
ち
樫
力
な
る
事
を
明
に
し
、
弐
に
樺
力
が
.
法
に
便
先
す
る
と
一
民
ふ
意
味
は
法
以
外
の
耀
力
が
法
に
反
す
る

行
局
に
.
動
機
付
け
る
と
云
ふ
心
到
底
ナ
的
煮
義
に
外
な
ら
ざ
る
事
ぞ
述
べ
て
居
る
。
日
く
.
法
L
」
一
足
ふ
貰
在
の
現
象
あ
る
が
故
に
、

之
に
従
っ
た
行
詩
b-
た
さ
ん
と
す
る
意
思
決
定
を
す
る
場
合
、
即
ち
法
を
動
機
と
す
る
行
話
が
存
布
す
ゐ
事
は
.
永
く
認
め
ら
れ

τ

居
ろ
蕗
で
あ
る
o

之
に
よ
れ
ば
法
な
る
現
象
は
服
従
さ
れ
る
蓋
然
性
ぞ
持
っ
て
居
る
事
に
な
る
、
此
賠
に
於
て
法
の
有
す
る
擁
力
な

る
も
の
が
存
在
す
る
珂
け
で
あ
る
、
法
以
外
の
躍
力
と
は
法
以
外
を
以
て
行
信
の
動
機
と
す
る
場
合
で
あ
る
、
現
行
法
を
不
道
徳
な

め
と
す
る
確
信
叉
は
利
己
的
打
算
が
現
行
法
傘
重
の
念
を
腕
痔
ぜ
し
め
‘
現
行
法
に
反
す
る
行
動
に
導
く
事
が
あ
る
.
躍
力
が
法
に

優
先
す
る
と
云
ひ
又
は
担
者
則
ち
合
法
た
り
と
云
ふ
が
如
き
は
、
斯
の
如
き
場
合
を
指
す
も
の
で
あ
る
‘
之
ぞ
枇
合
心
迎
撃
的
に
一
再

ふ
た
ら
ば
意
思
決
定
の
動
機
の
一
完
の
輯
類
の
優
劣
の
問
題
に
外
な
ら
な
い
云
々
。
期
の
如
く
枇
合
心
理
阜
的
に
始
め
て
樫
力
が
法

に
用
問
先
す
る
意
味
が
明
か
に
な
る
の
で
あ
る
ρ

伎
は
更
に
法
に
基
く
躍
力
と
、
法
に
基
か
古
る
楳
力
と
を
‘
比
較
し
、
前
者
は
後
者
よ
り
も
.
服
従
さ
れ
る
蓋
然
性
が
大
で
あ
る

'F」
云
っ
て
居
る
、
日
〈
服
役
者
が
服
従
す
る
と
云
ふ
心
理
的
反
射
(
}
高
岳
官
官
民
品
目
)
は
双
方
の
場
合
に
同
様
で
あ
る
が
、
合
法

的
拙
力
の
場
合
に
於
て
は
擢
カ
の
所
有
者
に
は
、
正
義
の
意
識
や
.
擢
力
の
服
従
者
に
は
.
内
口
同
筋
の
京
識
を
起
さ
せ
る
の
に
‘
法

κ



基
か
ず
る
櫨
力
の
場
合
に
於
て
は
擁
力
者
に
は
単
純
な
る
強
力
の
意
識
在
、
服
従
者
に
は
.
反
抗
不
能
な
る
が
故
じ
服
従
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
(
C
各
2
口
r
g
g門
戸
国
話
回
)
と
の
意
識
を
起
さ
せ
る
相
違
が
あ
る
。
又
法
に
基
く
様
力
と
法
に
基
か
ざ
る
棋
力
の
問
に
雨
脊
の
境
界

に
存
ず
る
権
力
が
あ
る
事
を
述
べ
、
共
倒
と
し
て
一
方
に
於
て
グ
オ
Y
グ、

エ
リ
ネ
吋
ノ
ク
は
図
家
機
闘
が
自
己
の
管
轄
に
閲
し
て
無

制
限
に
決
定
す
る
事
が
出
来
る
場
合
を
事
げ
他
方
に
於
て
カ
l
ル
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

ι主
擁
そ
此
の
例
に
事
げ
て
居
る
と
一
去
っ
て
居
る

(
の
匂
色
宮
町
W
L
L
P
]
}
m
m
u
H
H
H
巾
山
口

0
2出注目
-
d
v
g
ω
k
p
z
p
⑦

-ω
凶

HR-
。
民
同
]
沼
口
町
民
同
島
市
、
回
以
内
}
]
円
吹
田
口
H
H
白

叶

avos-h山
一
由
]
【
岡
、
閉
山

]
戸
同
町
)

尚
斯
の
如
き
枇
合
心
開
閉
阜
の
立
場
か
ら
法
と
躍
力
そ
論
歩
ろ
事
は
伎
の
み
な
ら
や
J

既
に
ス
ピ
ノ
ヅ
ア
も
出
之
を
試
み
大
臨
で
あ
る

と
地
ベ
ス
ピ
ノ
ツ
ア
の
口
門

za-
回札口
-

H

W

A

H

U

及
び
メ
ン
ツ
エ
ル
の
論
文

P
V
C
5
0

田
氏
守
門
町
田
Z

ハロ宮口]同門

5
同
-

P

H

M

門戸
43仲
l
F
O
R

町三
-
H
H
g
E
円
仏
臼
凶
)
を
援
用
し
て
居
る
。

伎
は
更
に
法
と
擢
力
の
闘
係
に
付
い
て
雨
者
一
致
す
る
場
合
、
相
反
す
る
場
合
及
無
予
係
の
場
合
の
三
つ
あ
る
事
を
指
摘
し
て
居

る
、
法
が
人
間
行
局
の
動
機
た
る
棋
威
を
有
す
る
場
合
は
、
法
は
則
同
時
に
椛
力
で
る
る
、
も
し
あ
る
樺
力
が
現
行
法
に
反
し
て
働

〈
場
合
は
第
二
の
場
合
で
あ
っ
て
、
此
樫
力
に
基
い
て
現
行
法
に
反
す
る
行
持
を
す
る
様
に
人
々
を
動
機
付
け
る
場
合
は
纏
力
が
法

に
優
先
す
守
口
場
合
で
あ
る
、
又
例
へ
ば
経
済
上
の
優
越
‘
猫
占
に
基
く
優
越

ω
如
き
は
別
に
法
に
反
す
る
も
の
で
も
た
く
.
る
一
く
法

に
無
頓
着
な
櫨
力
で
あ
る
‘
期
る
擢
力
は
合
法
的
権
力
に
た
る
べ
き
傾
向
が
あ
る
、
然
し
之
れ
に
反
し
一
L
遣
法
な
ら
だ
」
ろ
枇
合
的
の

優
越
も
之
れ
に
よ
っ
て
底
治
さ
れ
る
人
々
が
向
優
越
冶
制
限
す
不
法
律
そ
作
る
様
に
至
ら
し
め
る
場
合
も
あ
り
得
る
‘
例
へ
ば
持
働

者
保
護
の
法
律
の
如
き
も
の
で
あ
る
云
々
、
斯
の
如
く
メ
ン
ツ
ヱ
ル
氏
は
法
と
櫨
力
と
の
枇
合
皐
的
闘
係
は
色
々
で
あ
り
得
る
事
を

ア
ド
山

7
・
メ
Y

可
エ
作
の
論
文
法
主
椋
力
の
問
題
い
就
て

一
五
七



商
取
研
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六
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一
五
八

述
べ
た
外
、
彼
は
ラ
ツ
サ
I
ル
と
同
様
に
憲
法
は
宜
際
存
在
す
る
擁
力
闘
係
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
認
む
'
が
、
ラ
ツ
サ
ー

ル
と
異
り
一
度
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
時
は
、
共
の
法
は
濁
立
の
精
紳
的
の
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
認
め
、
印
ち
法
を
以
て
一
砿

合
現
象
の
綿
間
中
に
於
て
重
要
な
る
地
位
を
占
め
る
事
を
明
か
に
し
以
て
皐
な
る
繰
カ
誌
を
遵
奉
す
る
者
に
非
ざ
る
回
円
主
張
し
て
居

る。
(

ハ

)

倫
制
的
問
題
と
し
て
の
法
主
構
力
の
関
係

伎
は
以
上
の
観
察
が
枇
合
的
賀
在
と
し
て
の
法
と
擁
力
花
開
ず
る
観
察
な
る
に
反
し
「
法
と
櫨
力
と
は
営
に
如
何
に
闘
係
す
べ

き
も
の
な
り
や
」
と
一
疋
ふ
問
題
は
倫
域
的
問
題
で
る
る
「
強
力
を
以
て
現
行
法
殊
に
憲
法
ぞ
鑓
挺
す
る
事
は
事
情
に
よ
り
道
徳
的
に

正
常
な
り
や
」
或
は
「
革
命
の
椛
利
あ
り
や
」
「
図
際
法
遼
反
の
行
待
は
図
案
生
存
櫨
を
嚇
す
場
合
に
は
倫
判
的
に
疋
営
と
さ
る
べ
き

も
の
で
あ
る
か
」
と
云
ふ
様
た
問
題
は
凡
て
法
と
樫
力
の
倫
盟
的
問
題
と
綿
じ
て
宜
い
と
一
去
っ
て
居
る
が
共
解
決
は
此
論
文
に
於
て

伎
の
一
言
も
試
み
な
か
っ
た
庭
で
あ
る
唯
だ
ト
レ
シ
デ
ン
プ
ル
ク
の
「
倫
迎
の
某
礎
に
於
け
る
自
然
法
」
ペ

1
リ
シ
グ
の
「
革
命
と

法
」
を
引
用
し
て
居
る
に
す
ぎ
な
い
。

ハ
-
-
)

政
策
的
問
題
と
し
て
の
法
左
樺
力
の
開
係

比
問
題
は
倫
出
的
問
題
と
具
り
「
法
を
破
壊
す
る
局
め
に
現
存
楳
力
ぞ
利
用
す
る
世
帯
は
怜
例
な
方
法
な
り
や
、
共
損
徳
如
何
」
の

問
題
で
あ
る
‘
伎
は
既
に
古
代
ツ
キ
デ
デ
ス
が
外
交
政
策
に
闘
し
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
内
政
問
係
に
於
て
此
の
問
題
を
論
じ
て
居

る
事
を
指
摘
し
此
問
題
は
要
す
る
に
各
場
合
の
事
賢
問
睡
で
あ
る
が
遠
大
の
計
を
め
ぐ
ら
す
政
治
家
は
現
行
法
に
反
し
て
棋
力
を
用



ふ
る
事
が
永
捜
す
る
利
益
で
あ
る
事
を
鷲
見
す
る
に
苦
む
で
あ
ら
う
‘
樺
力
説
の
謹
奉
者
ス
ピ
ノ
ツ
ア
ず
ら
怜
例
は
樫
力
を
濫
用
す

べ
か
ら
ざ
る
哀
を
命
じ
て
居
る
と
云
っ
た
と
述
べ
て
居
る
。

(
ホ
)

隈
史
的
問
題
と
し

τの
法
と
樫
力
の
関
係

此
問
題
は
居
間
史
の
経
過
に
於
て
法
と
樺
力
と
は
如
何
な
る
関
係
が
あ
っ
た
か
の
問
題
で
あ
る
従
っ
て
法
が
宗
敬
道
徳
等
よ
り
分
離

し
樺
力
と
法
と
が
相
封
立
す
る
も
の
と
意
識
さ
れ
る
様
に
な
っ
大
時
代
に
於
て
始
め
て
建
生
す
る
閥
係
で
あ
る
、
従
っ
て
園
際
法
巳

於
て
は
斯
る
封
立
が
明
瞭
な
り
と
云
へ
ぬ
が
故
に
法
ム
し
樺
力
の
歴
史
的
関
係
は
主
と
し
て
閣
内
法
と
の
関
係
で
る
る
、
而
し
て
革
命

史
に
於

τ此
問
題
が
最
も
現
れ
て
居
る
が
同
家
覆
設
の
原
因
、
其
内
部
的
特
質
共
作
用
等
に
闘
し
何
等
か
一
般
的
友
法
則
を
稜
見
し

得
る
事
は
疑
は
し
い
事
で
あ
る
と
一
戸
々
と
一
去
っ
て
彼
の
論
文
を
終
っ
て
居
る
。

以
上
甚
古
簡
阜
な
が
ら
メ
ン
ツ
ヱ
ル
氏
の
述
べ
た
慮
そ
紹
介
し
た
‘
粗
雑
不
明
瞭
で
は
あ
ら
う
が
此
等
壌
設
の
相
違
は
法
撃
の
根

本
観
念
の
相
違

κ
起
因
す
る
事
そ
認
め
得
べ
く
、
従
っ
て
法
と
樺
カ
の
問
題
が
向
未
解
決
で
あ
り
蒸
し
返
す
必
要
あ
る
事
を
明
に
せ

ん
と
す
る
営
初
の
目
的
を
濯
す
る
に
は
ほ
ピ
充
分
だ
と
忠
ふ
。
今
メ
シ
ツ
エ
ル
氏
を
批
評
す
る
事
は
研
究
に
不
足
あ
り
叉
克
分
の
材

料
む
佐
伯
肌
く
が
故
に
後
の
機
舎
に
譲
り
皮
い
。
唯
、
先
彼
が
此
問
題
の
事
賓
的
叙
越
の
方
面
Lι

倫
理
的
方
面
と
を
厳
重
に
分
離
す
べ
き
事

を
主
張
せ
る
貼
は
何
人
に
も
異
存
な
か
る
べ
く
・
叉
伎
の
此
問
題
に
闘
す
る
枇
曾
心
理
接
的
観
察
は
波
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
認
め

ア
ド

W
フ
・
メ
y
ツ
Z

ル
の
論
文
法
主
纏
カ
の
問
題
に
獄
て

一
五
4
A



商
患
研
究

第
六
位
せ

第
三
裁

一
六

O

在
け
れ
ば
た
る
ま
い
。
然
し
彼
が
事
質
的
権
力
と
法
に
基
〈
権
力
の
の
ち
同
】

Na--o
に
岡
崎
ず
る
も
の
と
す
る
よ
主
樺
の
詑
明
、
従
っ
て
之

に
関
聯
す
る
革
命
の
合
法
性
の
有
無
に
関
す
る
設
明
は
今
一
段
の
詳
細
を
希
望
し
度
い
此
外
伎
が
法
の
法
勝
的
制
察
態
度
を
明
瞭
に

せ
歩
、
従
っ
て
法
O
規
範
性
の
根
擦
に
隅
れ
・
ボ
ベ
法
惑
に
於
け
る
擢
力
の
任
務
に
付
い
て
述
べ
な
い
の
は
勿
論
彼
の
故
意
に
出
づ
る

鹿
で
は
あ
ら
う
H
V
れ
共
伎
の
祉
舎
接
的
観
察
の
詳
細
友
る
に
封
照
し
て
甚
だ
物
足
り
友
〈
感
歩
る
次
第
で
あ
る
J

本

問

喜


